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序     文 

 

日本国政府は、インド国政府の要請に基づき、「森林官研修センター研修能力向上プロ

ジェクト」の実施を決定し、独立行政法人国際協力機構が、2009 年 3 月より 5 年間の計画

で同プロジェクトを実施することとなりました。 

今般、プロジェクト開始後約 2 年半が経過したことから、当機構は、本プロジェクトの

実績・進捗状況を確認し、成果や課題を把握すると共に、JICA 事業評価ガイドライン（改

訂版）に基づく評価 5 項目の観点から本プロジェクトのレビューを行うことを目的として、

2011 年 8 月 21 日から 9 月 10 日まで、当機構国際協力専門員羽鳥祐之を団長とする中間レ

ビュー評価調査団を現地に派遣しました。 

本報告書は、同調査団の調査・協議内容を取りまとめたもので、今後のプロジェクト実

施に広く活用されることを望むものであります。 

 

平成 23 年 12 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

インド事務所 所長 山中 晋一





目     次 

 

序文 

目次 

プロジェクトの位置図 

略語表 

評価結果要約表 

 

第１章 中間評価調査の概要 ........................................................................................................... 1 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 ............................................................................................... 1 

１－２ 調査団構成と調査期間 ................................................................................................... 1 

１－２－１ 調査団の構成 ....................................................................................................... 1 

１－２－２ 調査期間 ............................................................................................................... 2 

１－３ プロジェクトの概要 ....................................................................................................... 4 

第２章評価の方法 .............................................................................................................................. 5 

２－１ 調査の流れ....................................................................................................................... 5 

２－２調査項目 .............................................................................................................................. 5 

２－２－１ プロジェクトの実績の確認 ............................................................................... 5 

２－２－２ 実施プロセスの検証 ........................................................................................... 5 

２－２－３ 評価項目ごとの分析 ........................................................................................... 5 

２－３ 情報収集・入手手段 ....................................................................................................... 6 

２－４ PDME の作成 .................................................................................................................. 6 

第３章プロジェクトの実績と実施プロセス ................................................................................... 7 

３－１ プロジェクトの実績 ....................................................................................................... 7 

３－１－１ 投入実績 ............................................................................................................... 7 

３－１－２ アウトプットの実績 ........................................................................................... 9 

３－１－３ プロジェクト目標の実績 ................................................................................. 12 

３－２ 実施プロセスの特記事項 ............................................................................................. 13 

第４章 評価 5 項目による評価 ..................................................................................................... 15 

４－１ 妥当性：プロジェクトは現在でも妥当である。..................................................... 15 

４－２ 有効性（予測）：プロジェクトの有効性は現時点では判断できない。 ............. 16 

４－３ 効率性：プロジェクトはおおむね効率的に実施されてきた。 ............................. 17 

４－４インパクト：森林官の研修の重要性に関する意識が向上した。 ............................. 18 

４－５自立発展性（見込み）：プロジェクトの自立発展性は確保されると見込まれる。

 ........................................................................................................................................................ 19 



第５章 結論、提言 ........................................................................................................................ 21 
５－１ 結論 ................................................................................................................................ 21 
５－２ 提言 ................................................................................................................................ 21 

第６章総括報告 ................................................................................................................................ 23 
６－１事前調査等、プロジェクト設計への現状の反映について ......................................... 23 
６－２ 技術移転に対する受入国の現状 ................................................................................. 23 

 

付属資料 中間評価報告書（英文）  .............................................................................................. 25



 
 

プロジェクトの位置図 

ウッタラカンド州デラドゥン 
DFE、CASFOS,Dehradun 所在地 

デリー 
環境森林省（MOEF）所在地 



 
 

 



 

 
 

略 語 表 
 

（本文中に使用される略称の内、特に重要なものを以下に示す） 
略語 正式名称 和名 

AIG Assistant Inspector General of Forests アシスタント森林監察官 
CASFOS Central Academy for State Forest Service 国立森林官研修機関 
DFE Directorate of Forest Education 環境森林省森林教育局 
GIS Geographic Information System 地理情報システム 
ITIP In-service Training Improvement Plan 在職研修改善計画 
JCC Joint Coordination Committee 合同調整委員会 
JFM Joint Forest Management 共同森林管理 
JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 
MOEF Ministry of Environment and Forest 環境森林省 
ODA Official Development Assistance 政府開発援助 
PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・

マトリックス 
PDME  PDM for Evaluation 評価用 PDM 
PMU Project Management Unit プロジェクト管理ユニット1

PO Plan of Operations 活動計画 
R/D Record of Discussion 討議議事録 
RT Research and Training 調査・研修 
SFS State Forest Service 州上級森林官クラス 
SFSC State Forest Service College 国立州上級森林官研修機関

〔 国 立 森 林 官 研 修 機 関

（CASFOS）に名称変更〕 
TNA Training needs Assessment 研修ニーズ・アセスメント 
TOT Training of Trainers 指導者研修 
UT Union Territory 連邦直轄領 
 

  

                                                        
1
本書内では、円借款プロジェクトである森林管理能力強化・人材育成事業のプロジェクト管理ユニットを指す。 
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評価調査結果要約表（中間レビュー） 
 

１. 案件の概要 
国名：インド 案件名：森林官研修センター研修実施能力向上プ

ロジェクト 
分野：自然環境保全 援助形態： 
所轄部署：インド事務所 協力金額（評価時点）：1.2 億円 
 
 
協力期間 

2009 年 3 月～2014 年 3 月 先方関係機関：環境森林省森林教育局 
（5 年間） 日本側協力機関：農林水産省林野庁 
 他の関連協力： 

  
１-１ 協力の背景と概要 

インドの森林被覆率は、20 世紀初頭には 40％であったが、2001 年には 23％に減少し、

全世界平均値である 30％よりも低い数値を示している。森林周辺には、森林資源に依存し

つつ生活を営む貧困住民が居住しているが、こうした森林周辺住民の恣意的な森林資源利

用が、森林の荒廃を招いた原因の 1 つであると認識されている。このため森林管理の重要

性に対する住民の認識を促しつつ森林保全を図り、森林から得られる木材・非木質林産物

の効果的な活用による貧困層の生計向上を支援して、再生可能な森林資源利用を推進する

必要がある。そのためには、住民と日常的に接する州森林局の現場森林官が、森林資源の

違法利用者の取り締まりを中心とした従来の役割とは異なり、新しい考え方に基づいた森

林管理方法を始め、森林セクター全般に係る 新かつ有効な知識・技術を学び直す必要が

ある。しかしながら現場森林官は、こうした知識や技術、及び住民に対する技術普及経験

が不足している。環境森林省（MOEF）は、デラドゥンにおいて州上級森林官である州立森

林官研修機関の教官等に対し研修を実施している。一方、住民と日常的に接する立場にあ

る現場森林官を対象とした研修は、各州が運営する州立森林官研修機関が行っている。し

たがって、現場森林官が新たな役割を担い、業務実施能力を高めるためには、デラドゥン

の SFSC において各州の指導者・教官となる州上級森林官クラス（SFS）を対象とした研修

の改善、州立森林官研修機関において現場森林官クラスを対象とした研修の改善を行うこ

とが必要となっている。本プロジェクトでは、SFSC における研修内容や教授法の改善を含

む研修実施計画及び研修教材の改良（コンポーネント I）、円借款事業「森林管理能力強化・

人材育成事業」により実施される「マスター・トレーナー育成のための研修」に対する技

術的支援・研修のモニタリング支援（コンポーネント II）を主な活動としている。なお、円

借款事業では、10 州の州立森林官研修機関における現場森林官への指導能力向上を実施す

ることとしており、マスター・トレーナーは研修受講後に各州の州立森林官研修機関にお

いて現場森林官等への研修を実施することとなる。 
 
１－２協力内容 

(1) プロジェクト目標：現場森林官（フォレスター及びフォレスト・ガード）の能力が強化

される 
(2) 上位目標：インド政府による林業の研修が強化される 
(3) アウトプット 

① SFSC デラドゥン校において、林業の研修が改善される 
② SFSC デラドゥン校において、改善された指導者研修（TOT）、その他の在職研

修コースが実施される 
③ SFSC デラドゥン校において研修コースのモニタリング・フィードバック体制が

構築される 
④ 円借款事業「森林管理能力強化・人材育成事業」（以下、「円借款事業」）対
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象 10 州の州立森林官研修機関をベースとするマスター・トレーナーが養成され

る。 
注）国立州上級森林官研修機関（SFSC）は、その後名称変更により国立森林官

研修機関（CASFOS）となる。以下、「CASFOS」と記す。 
 

（4）投入（評価時点） 
相手国側： 

プロジェクト要員 管理スタッフ：3 名

技術スタッフ：6 名

ローカル・コスト 

 

必要な予算が措置 
されてきた 

 
日本側 

専門家： 長期専門家：3 名 

短期専門家：1 名 

機材供与： 

（2011 年 9 月現在） 

1,660 万円 

研修員受け入れ 計 8 名 現地業務費： 

（2011 年 8 月現在）

2,100 万円 

 

２. 評価調査団の概要 
 調査者 （担当分野、氏名、職位） 

総括 羽鳥 祐之 国際協力機構（JICA）国際協力専門員

森林経営 神門淳子 農林水産省国際部国際協力課 
国際連合第一係員 

協力企画 堀川美保 JICA インド事務所所員 
評価分析 廣内靖世 （株）国際開発アソシエイツ 

 

調査期間 2011 年 8 月 21 日〜2011 年 9 月 10 日 評価種類：中間レビュー 
３. 評価結果の概要 
３－１ 実績の確認 

３－１－１ アウトプットの実績 
（1）アウトプット 1：アウトプット１はほぼ達成されている。研修ニーズ・アセスメント

（TNA）に基づき、6 つの在職研修コース〔TOT、林業・野生生物における法的イシュ

ー、野生生物管理、一般リフレッシャー・コース、コミュニティ林業と共同森林管理

（JFM）、人的資源管理〕の研修モジュールが改訂された。各コースのリーディング資

料及び研修生用のコース・ガイドの作成は進行中で、2011 年 10 月までに作業は完了す

る見込みである。アウトプット 1 は 2011 年 10 月までに達成される見込みである。（な

お、改訂研修コース、リーディング資料、及びコース・ガイドは、アウトプット 3 の下

で行われるモニタリングの結果を反映してさらに改善される可能性がある）。 
（2）アウトプット 2：アウトプット 2 の達成状況は計画どおりであり、プロジェクト終了

までに達成される見込みである。 
（3）アウトプット 3：アウトプット 3 の達成状況は計画どおりである。研修時のモニタリ

ングは計画どおり実施されており、事後モニタリングの計画は、2011 年 11 月に派遣予

定の短期専門家の支援を受けて、2011 年末までに策定される見込みである。アウトプッ

ト 3 はプロジェクト終了までに達成されると見込まれる。 
（4）アウトプット 4：アウトプット 4 の達成度はプロジェクトではコントロールできない

外部の要因（「円借款事業」実施の全体的な遅れ）により、計画より遅れている。円借

款事業の実施がこれ以上遅れなければ、アウトプット 4 は 2012 年 8 月までに達成され

る見込みである。 
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３－１－２ プロジェクト目標の実績 
プロジェクト目標の達成度は、指標がプロジェクトの効果（改訂された研修コースの質

の変化）を測るには不十分であることから、判断できなかった。 
 
３－２ 評価結果の要約 
３－２－１ 妥当性 
プロジェクトは現在でも妥当であるといえる。 
 
プロジェクトの上位目標及びプロジェクト目標は現在でもインド国及びターゲット・

グループ（CASFOS の研修を受ける州上級森林官及びマスター・トレーナー研修を受け

る「円借款事業」の対象州をベースとする州上級森林官等）と合致している。また、上

位目標はインド国の国家開発計画及び日本の政府開発援助（ODA）政策とも整合性があ

る。日本の技術優位性も確認された。 
 
３－２－２ 有効性（予測） 
プロジェクトの有効性については現時点では判断ができない。 
 
プロジェクト目標に向かって進捗はみられるが、指標の不十分さから、正確な達成度

は判断できない。なお、すべてのアウトプットは、プロジェクト目標の達成に貢献する

と思われる。 
 
 
３－２－３ 効率性 
全体的にみるとプロジェクトはおおむね効率的に実施されてきた。 
 
アウトプット 4 を除いて、アウトプットはおおむね計画どおりに産出されている。投

入は、タイミング、質、量の面で、総じて適切であり、アウトプットの産出におおむね

貢献してきたと考えられる。 
 
３－２－４ インパクト 

TNA の一部として行われた州森林局対象の一連のワークショップやインタビュー調

査を通して、関係者の森林官研修の重要性に関する意識が向上した。 
 
３－２－５ 自立発展性 
全体的にみるとプロジェクトの自立発展性は確保されると考えられる。 
 
州上級森林官及び現場森林官の能力向上への法的・政策支援は継続すると思われる。

関係機関との協力関係は維持・発展されると見込まれる。インド政府はプロジェクト実

施に必要な予算を措置してきており、プロジェクト終了後も関連活動の継続に必要な予

算は確保されると思われる。移転された手法（体系的アプローチによる研修モジュール

の改訂等）や成果品（研修生用コース・ガイド等）は、CASFOS デラドゥン校及び環境

森林省森林教育局（DFE）における評価が高いことから、プロジェクト終了後の活用・

普及が見込まれる。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
３－３－１ 計画内容に関すること 
特になし 
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３－３－２ 実施プロセスに関すること 
プロジェクトは CASFOS 他校や州森林局等の国内関連機関との連携・協力のもと実施さ

れた。その他、合同調整委員会（JCC）議長、プロジェクト・ディレクター、プロジェク

ト・マネジャーのイニシアティブや CASFOS デラドゥン校教員の意欲と勤勉さが効果発現

に貢献した。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
３－４－１ 計画内容に関すること 

当初プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）については、アウトプット・

活動の一部、及び用語の一部が実態とあっていなかった。ほとんどの指標は十分に定義

されておらず、一部の指標は対応するアウトプット/プロジェクト目標を適切に反映し

ているとはいえなかった。活動計画（PO）、PDM の活動ごとの詳細活動や「期待され

る結果」「スケジュール」「責任者」「実施者」「必要な投入」など、プロジェクト活

動の計画・モニタリングに必要な情報を整理した計画文書には必要な情報が十分に記載

されていなかった。これらの問題は、プロジェクト終了時に具体的に何がどのように達

成されるのかについて、プロジェクト関係者が明確かつ共通の理解をもつことを困難に

した。 
 

３－４－２ 実施プロセスに関すること 
プロジェクト関係者も PDM の問題については認識しており、プロジェクト開始当初

から修正について協議を重ねてきたが、中間レビューまでに 終的な合意にいたること

ができなかった。PDM の指標のモニタリングも十分に行われてこなかった。その結果、

プロジェクトの全体的な実施プロセス、アウトプットやプロジェクト目標の達成度につ

いて、プロジェクト関係者が明確かつ共通の理解をもつことが困難であった。 
 
 
３－５ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

３－５－１ 短期的提言（プロジェクト終了まで） 
(1) 上位目標及びプロジェクト目標修正 

2011 年 2月 4 日付 JICAレターに基づく上位目標及びプロジェクト目標の修正につい

て 終化が必要である。 
(2) TOT 及び他の在職者研修にかかるモニタリング・フィードバックシステム（アウト

プット 3） 
実際の研修制度をかんがみ、アウトプット 3 の修正を以下のとおり修正した。 
 

変更後：改定された TOT 及び他の現職者研修にかかるモニタリングのフィードバ

ックが更なるコースの改定に活用される。 
変更前：TOT 及び他の現職者研修にかかるモニタリング及びフィードバックシス

テムが確立される。 
 
理由は次のとおりである。 

MOEF 規定のモニタリング・フィードバック制度が存在し、CASFOS、Dehradun
で通常業務の一環で行われている。つまり、当該システムの改善は本プロジェク

ト活動のスコープ外である。 
他方、本プロジェクトにて別途モニタリング・フィードバックのためのフォー

マットを用意し、本プロジェクトで行った TNA を基に改善したコースに対して活

用している。 
アウトプット 3 は、これら実態に基づいた実際の活動を反映した内容とすべきで
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あるため、上記変更を提案するものである。 
(3) コンポーネント II 

コンポーネント II は本プロジェクト及び円借款プロジェクトとの協力分野として計

画されたものであり、本プロジェクトの役割は、円借款プロジェクトへの支援であ

る。本プロジェクトの活動を明確化するため、PDM の記載を整理した。 
 

活動（修正前） 活動（修正後） 
4-1 円借款事業「森林管理能力強化・
人材育成事業」にて実施される、マス
ター・トレーナー研修及び現場森林官
研修用の研修計画及び研修教科作成
を支援する。 

4-1 円借款事業「森林管理能力強化・
人材育成事業」にて実施される、マス
ター・トレーナー研修用研修計画及び
研修教科作成に対して助言を行う。 

4-2 円借款事業にて実施されるマス
ター・トレーナー研修の実施を支援す
る。 

4-2 マスター・トレーナー研修の実施

を支援する（変更なし）。 

4-3円借款事業にて実施されるマスタ

ー・トレーナーよって行われる各州の

現場森林官研修に対するモニタリン

グを支援する。 

4-3 円借款事業にて実施されるマスタ

ー・トレーナーよって行われる各州の

トレーナー研修に対するモニタリン

グについて助言を行う。 

 
また、コンポーネント II にかかるプロジェクト・マネジャーについては、円借款

プロジェクトの日常的管理を行っている点をかんがみ、アシスタント森林監察官

（AIG）が引き続き担当することが適当である。 
(4) 外部リソースの活用 

プロジェクトをより効果的・効率的に実施するため、トレーニング方法、コミュ

ニケーション法、モニタリング手法等、活動上に必要な専門性を得るにあたり、外

部リソースの活用について検討を要する。詳細については、プロジェクトメンバー

内で議論の上、決定することが適当である。 
(5) 討議議事録（R/D）マスタープラン修正 

上記①から③の提言に基づき、R/D 別紙となっているマスタープランについて変更

を行い、JICA インド事務所及び MOEF 側で変更手続きを取る必要がある。 
(6) PDM 修正 

各活動の明確化及びプロジェクトの適正なモニタリングを目的として、プロジェ

クトとの議論に基づいたもの及び事業形成時におけるPDM及びR/D作成の際の誤記

を反映して PDM を修正する必要がある。ただし、上位目標及びプロジェクト目標に

かかる指標については、プロジェクトで今後 終化し、第 4 回 JCC 会議で承認され

る必要がある。 
(7) PO 修正 

円借款プロジェクト進捗に応じて見直すとともに、アクティビティ毎の詳細内容

及び責任者について記載をする。また PO 及び PO に基づいて作成する年間計画であ

る APO について JCC の承認を要する。 
(8) JCC 開催について 

JCC については年 1 回、次年度活動が開始できるよう、次年度開始前に開催され

る必要がある。 
 
  



 

 

  



 

第１章 中間評価調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 
インドの森林被覆率は、20 世紀初頭には 40％であったが、2001 年には 23％に減少し、全

世界平均値である 30％よりも低い数値を示している。森林周辺には、森林資源に依存しつ

つ生活を営む貧困住民が居住しているが、こうした森林周辺住民の恣意的な森林資源利用が、

森林の荒廃を招いた原因の 1 つであると認識されている。このため森林管理の重要性に対す

る住民の認識を促しつつ森林保全を図り、森林から得られる木材・非木質林産物の効果的な

活用による貧困層の生計向上を支援して、再生可能な森林資源利用を推進する必要がある。 
そのためには、住民と日常的に接する州森林局の現場森林官が、森林資源の違法利用者の

取り締まりを中心とした従来の役割とは異なり、新しい考え方に基づいた森林管理方法を始

め、森林セクター全般に係る 新かつ有効な知識・技術を学び直す必要がある。しかしなが

ら現場森林官は、こうした知識や技術、及び住民に対する技術普及経験が不足している。 
環境森林省（Ministry of Environment and Forest：MOEF）は、国立州上級森林官研修機関

（State Forest Service College：SFSC）〔その後名称変更により国立森林官研修機関（Central 
Academy for State Forest Service：CASFOS）となる。以下、「CASFOS」と記す〕デラドゥ

ン校において、州上級森林官である州立森林官研修機関の教官等に対し研修を実施している。

一方、住民と日常的に接する立場にある現場森林官を対象とした研修は、各州が運営する州

立森林官研修機関が行っている。したがって、現場森林官が新たな役割を担い、業務実施能

力を高めるためには、CASFOS デラドゥン校において各州の指導者・教官となる州上級森

林官クラス（State Forest Service：SFS）を対象とした研修の改善、州立森林官研修機関にお

いて現場森林官クラスを対象とした研修の改善を行うことが必要となっている。 
本プロジェクトでは、CASFOS デラドゥン校における研修内容や教授法の改善を含む、研

修実施計画及び研修教材の改良（コンポーネント I）、円借款事業「森林管理能力強化・人

材育成事業」により実施される「マスター・トレーナー育成のための研修」に対する技術的

支援・研修のモニタリング支援（コンポーネント II）を主な活動としている。 
なお、円借款事業では、10 州の州立森林官研修機関における現場森林官への指導能力向

上を実施することとしており、マスター・トレーナーはトレーニング受講後に各州の州立森

林官研修機関において現場森林官等への研修を実施することとなる。 
今般、プロジェクト開始後約 2 年半を経た本プロジェクトの実績・進捗状況（別添 2 参照）

を確認し、成果や課題を把握すると共に、『JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）』に基

づく評価 5 項目の観点から本プロジェクトのレビューを行う。またその評価結果をインド・

プロジェクト関係者との協議を行い、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design 
Matrix：PDM）及び活動計画（Plan of Operations：PO）の見直し、残りの協力期間における

対応方針について提言する。 
 
１－２ 調査団構成と調査期間 
１－２－１ 調査団の構成 
日本側及びインド側の評価チームによる合同評価の形態を取った。評価メンバーは表１

及び表２のとおりである。 
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表１ 日本側メンバー 
氏名 担当分野 所属先 
羽鳥 祐之 総括 JICA 国際協力専門員 
神門 淳子 森林経営 農林水産省国際部国際協力課国際連合第一係員 
堀川 美保 協力企画 JICA インド事務所所員 
廣内 靖世 評価分析 株式会社国際開発アソシエイツ常任コンサルタント 

 
表２ インド側メンバー 

氏名 担当分野 所属先 
S.K. Awasthi 総括 Additional Professor, 

インディラ･ガンディ国立森林学院 
 
１－２－２ 調査期間 
調査期間は、2011 年 8 月 21 日（日）から同年 9 月 10 日（土）までの 21 日間である。

調査日程は表３のとおりである。 
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表３ 調査日程 

 

Team Leader, a member from Ministry and
JICA India Office

Consultant
Note

1 21-Aug Sun
Delhi in

2 22-Aug Mon

Delhi >> Dehradun
9W2645 1420-1520
Metting w/ JICA Experts

3 23-Aug Tue
Meeting w/ Counterperts and JICA
Experts

4 24-Aug Wed
Interview to DFE, CASFOS and JICA
Experts and Data Collection

5 25-Aug Thu
Interview to DFE, CASFOS and JICA
Experts and Data Collection

6 26-Aug Fri
Interview to DFE, CASFOS and JICA
Experts and Data Collection

7 27-Aug Sat
Data Compilation

8 28-Aug Sun
Delhi in Interview to DFE, CASFOS and JICA

Experts and Data Collection

9 29-Aug Mon
1100 Meeting with JICA India Office
1430 Courtesy call on EOJ

Dehradun >> Delhi
9W2646 1550-1650

10 30-Aug Tue

11 31-Aug Wed
Delhi >> Dehradun
IT2357 1415-1520

12 1-Sep Thu

13 2-Sep Fri
Meeting with Counterpart

14 3-Sep Sat
Meeting within the Team
Writing a Draft Report on Joint Evaluation

15 4-Sep Sun

Meeting within the Team
Writing a Draft Report of Joint Evaluation

16 5-Sep Mon

Meeting with Counterpart

17 6-Sep Tue

(pm) Meeting within Joint Evaluation Team

18 7-Sep Wed

19 8-Sep Thu

20 9-Sep Fri

Report back to JICA India Office
Leave Delhi for Tokyo

21 10-Sep Sat

Tokyo in

Meeting with Counterpart

Meeting within Joint Evalutation Team (Draft Report on Joint Evaluation will be finalised)
Dehradun >> Delhi
IT 1600-1710

(Evaluation Team at IND side will explain to MOEF reg. contents of M/M and Report on
Joint Evaluation before JCC Meeting)

11:00 JCC meeting

11:00 Coutesy Call on ADG and IG
Meeting with Counterparts, JICA Experts and Joint
Evaluation Team(JPN&IND)
(pm) Meeting with Evaluation Team at Indian side
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１－３ プロジェクトの概要 
（1） 上位目標 
  インド政府の森林分野の研修能力が強化される。 
 
（2） プロジェクト目標 
  現場森林官の能力が強化される。 
 
（3） アウトプット 

1） アウトプット 1 
CASFOS デラドゥン校2における研修の内容が改善される。 

2） アウトプット 2 
改善された研修内容に基づき、指導者研修（Training of Trainers：TOT）及びその他

の在職者研修が CASFOS デラドゥン校にて実施される 
3） アウトプット 3 
  研修内容のモニタリングとフィードバックの仕組みが構築される。 
4） アウトプット 4 

州立森林官研修機関で活動する「マスター・トレーナー」が育成される。 
 
（4） 活動 

1） アウトプット 1 のための活動 
1-1 現状の研修内容の評価を行う。 
1-2 研修対象者の研修ニーズと課題を確認する。 
1-3 研修計画、教科、カリキュラム及び教材の内容を検討し、改定する。 

2） アウトプット 2 のための活動 
2-1 研修の実施計画を作成する。 
2-2 研修実施計画に基づき研修を実施する。 

3） アウトプット 3 のための活動 
3-1 CASFOS デラドゥン校が実施する研修をモニタリングし、改善案を作成する。 
3-2 いくつかの州を選抜し、重点的にモニタリングを行う。 

4） アウトプット 4 のための活動 
4-1 円借款事業「森林管理能力強化・人材育成事業」にて実施される研修計画及び

研修教科作成を支援する。 
4-2 マスター・トレーナー研修の実施を支援する。 
4-3 マスター・トレーナーが各州にて行う州のトレーナー研修を支援する。 

 
 

                                                        
2直近の PDM では、国立森林官研修機関名は「State Forest Service College（SFSC）」であるが、名称変更により「Central 
Academy for State Forest Service（CASFOS）」となっている。本来当該章では「SFSC」とするのが適切であるが、一義的

に「CASFOS」を使用することとする。 
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第２章評価の方法 
 
２－１ 調査の流れ 
今回の評価は、『JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）』の中の「プロジェクト評価の

実践的手法」及び『新 JICA 事業評価ガイドライン 第 1 版』に準拠して行った。評価の基

になる PDM は、討議議事録（Record of Discussion：R/D）付属の PDM を使用した。評価に

先立ち、プロジェクト関係文書（事前調査報告書、進捗報告書、専門家業務完了報告書を含

む）に基づき、評価のデザインとして評価グリッドを作成した。日本側、インド側双方によ

る合同評価調査団は、評価用 PDM（PDME）3（ミニッツ別添１-2）、PO（ミニッツ別添 2）、

過去のプロジェクト記録等の資料調査、プロジェクト関係者への事前質問票調査及びインタ

ビュー調査、また現地視察を行い、情報を収集した。これらの結果を基に、合同レビュー報

告書案を作成し、合同レビュー委員会における協議を経て、報告書を完成させた。 

 
２－２調査項目 
２－２－１ プロジェクトの実績の確認 

R/D 及び PDM の計画に沿ってプロジェクトの投入、アウトプット、プロジェクト目標

が達成された度合いを検証する。 
 
２－２－２ 実施プロセスの検証 
プロジェクトの実施過程全般を見る視点であり、活動が計画どおり行われているか、ま

たプロジェクトのモニタリングやプロジェクト内のコミュニケーションが円滑に行われ

ているかを検証する。 
 
２－２－３ 評価項目ごとの分析 

(1) 妥当性： 
プロジェクトの目指している効果（プロジェクト目標や上位目標）が、評価を実施

する時点において妥当か（インドの国家開発計画及び日本の政府開発援助（Official 
Development Assistance：ODA）政策との整合性はあるか、受益者のニーズに合致し

ているかなど）、プロジェクトの戦略･方法は妥当か等を評価する。 
(2) 有効性（予測）： 

プロジェクト目標達成の見込みはあるか、プロジェクト目標に対しアウトプットは

適切か、目標達成の貢献・阻害要因はあるか等を評価する。 
(3) 効率性： 

投入に見合ったアウトプットが産出されているか、活動スケジュールと投入のタイ

ミング・質・量はアウトプット産出には適切だったか等を評価する。 
(4) インパクト： 

上位目標達成の見込みはあるか、その他、プラスのインパクトはあるか（予測され

るか）、予期していなかったマイナスのインパクトはあるか（予測されるか）、マイ

ナスのインパクトがある場合、それに対する対策は講じられているかを評価する。 
(5) 自立発展性（見込み）： 

協力が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続する見込みについて、組織

制度面、財政面、技術面から評価する。 
 

                                                        
3２－４参照 
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２－３ 情報収集・入手手段 
現地調査に先立ち、プロジェクトに指標及び投入の実績に関する情報提供を依頼した。さ

らに、主としてプロジェクトの実施プロセス・評価 5 項目に関する質問票を英語で作成し、

事前に配布した。現地においては、指標及び実施プロセスの確認と評価 5 項目に関する補

足情報を収集するために、質問票回答者に対してセミ･ストラクチャード・インタビューを

行った。インタビューは基本的に個別とした。 
 
２－４ PDME の作成 
本プロジェクトの形成時、上位目標及びプロジェクト目標について、事前評価表から R/D

付属のマスタープランへ転記する段階で誤記があり、マスタープラン及び PDM における上

位目標とプロジェクト目標が本来のものと入れ替わっていた。この点に関し、JICA インド

事務所は 2011 年 2 月 4 日付レターで MOEF に通知し、両者は上位目標とプロジェクト目標

を本来のものに戻すことで合意していた。また、プロジェクトでは、PDM が現実・実態と

そぐわない点がある等の理由から PDM の見直し作業を行っており、第 2 回合同調整委員会

（Joint Coordination Committee：JCC）（2011 年 5 月実施）において、中間レビュー時にお

いてプロジェクトの作成した修正案の協議・ 終決定を行うことが決まっていた。  
一方、評価のデザインをするにあたって、調査団が PDM をレビューしたところ、表現が

あいまいで定義が不明確な部分があることから、このままでは適切な評価を行うことが困難

であることがわかった。 
以上にかんがみて、評価の基本資料となる PDM については、プロジェクト関係者との確

認・協議を経て、①まず、評価に 低限必要な情報を整理・明確化した PDME を作成する

こと、また、②PDME レベルで整理しきれない課題については評価を通じて検討し、PDM
修正案として改善を提言することを方針とし、調査に臨むことにした。 
現地では、関係者（主にプロジェクト・マネジャー（コンポーネント II）、CASFOS 校長・

教員、及び専門家）とプロジェクトの修正案をベースに確認・協議をしながら、PDME 案

を作成し、 初の合同評価委員との協議において、評価委員の合意を得た上で、以後の評価

調査に臨んだ4。 

                                                        
4 PDM から PDME の主な変更点は以下の通り（基本的に誤記訂正、用語統一、及び定義の補足・明確化である） 

(a) 上位目標とプロジェクト目標の入れ換え：上記のとおり。（対応する指標・指標入手手段も入れ替えた） 
(b) SFSC→CASFOS：実施機関である SFSCの名称がCASFOSへと変更されたため、実態にあわせ SFSC→CASFOS

へ変更 
(c) 「TOT and other refresher courses」→「TOT and other in-service training courses」：本プロジェクトが対象とする

研修は TOT を含む在職研修である。PDM では在職研修を「refresher course」としているが、実施機関では在

職研修は「in-service training」と呼ばれており、「refresher course」は複数ある在職研修の１コースであるため、

実態にあわせて変更した。また、本プロジェクトが対象とする研修につき、PDM 上の表記にばらつきがあっ

たため、基本的に TOT and other in-service training courses に統一した。 
(d) ターゲット・グループ及び一部指標：定義を補足・明確化するために、 PDM のテキストの後に（）部分を

追加した。 
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第３章プロジェクトの実績と実施プロセス5 
 
３－１ プロジェクトの実績 
３－１－１ 投入実績 

計画 実績 
（特に言及のない限り 2011 年 9 月 5 日現在）

（1）インド側  

（a）人員 
1）プロジェクト・ディレクター：

MOEFDeputy Inspector General of 
Forestsk（Research and Training：RT）

2）プロジェクト・マネジャー 
 -コンポーネント I： DFE 局長 
 -コンポーネント II：MOEF アシス

タント森林監察官（RT）AIG 
3）活動 1-1～3-4 の担当職員 
4）活動 4-1～4-3 の担当職員 

現在、プロジェクト・ディレクター（1 名）、

プロジェクト・マネジャー（2 名）、活動 1-1
～4-4 の担当職員（CASFOS 校長及び教員 5
名）がプロジェクトに配置されている。 
 
（詳細は合同中間レビュー報告書（英文）添

付の RM A-1 参照） 

（b）土地・施設 
1）プロジェクト実施に必要な土地・

建物及び施設 
2）プロジェクト実施に必要な機材設

置・保管用の部屋あるいはスペース

3）日本人専門家に必要なオフィス・

スペースと設備 
4）その他、必要に応じて互いに合意

した施設 

左記の土地・施設は、MOEF あるいは CASFOS
において提供されている。 

（c）ローカル・コスト MOEF はプロジェクトに必要な事務経費及び

人件費を負担している。 
 
〔詳細は合同中間レビュー報告書（英文）添

付の RM A-2 参照〕 
（2）日本側   

（a）人員 
1）長期専門家 
・チーフ・アドバイザー 
・森林経営 
・業務調整委員 

2）短期専門家 
 プロジェクト期間中にプロジェク

トの現場の必要性に応じ、プロジェ

クトの枠組み内で短期専門家が派

遣される。 

1）長期専門家 
これまで、合計 3 名の長期専門家（チー

フ・アドバイザー、森林経営、及び業務調

整員）が派遣されている。 
 
2）短期専門家 

これまで、1 名の短期専門家（研修管理）

が派遣された。2011 年度（日本の予算年度）

の残り期間には、さらに 3 名の短期専門家

（気候変動、コミュニティ林業技術、研修

モニタリング・評価）が派遣される予定で

                                                        
5 基本的に合同レビュー報告書の和訳であり、補足は脚注に「訳注」として示している。また、和訳は原文に忠実であ

ることを心がけた。この点は、PDM の関連部分の訳についても同様で、従来の訳にとらわれず、なるべく原文に忠実に

訳した。 
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計画 実績 
（特に言及のない限り 2011 年 9 月 5 日現在）

ある。 
（詳細は合同中間レビュー報告書（英文）

添付の RM B-1 参照） 
（b）研修員受入 これまで、8 名が日本で研修を受けた。 

 
（詳細は合同中間レビュー報告書（英文）添

付の RM B-2 参照） 
（c）資機材、研修機材 これまで、1,660 万円相当の機材が供与され

た。主要機材は GIS ソフトウェア、プロッタ

ー、スキャナー、プロジェクター等である。
 
（詳細は合同中間レビュー報告書（英文）添

付の RM B-3 参照） 
（d）在外事業強化費 2011 年 8 月末までに、在外事業強化費として

約 1,100 万ルピー（約 1,980 万円）が支出さ

れた。主要費目は現地スタッフ雇用費、現地

リソース・パーソンへの謝金、会議費、旅費

等である。 
 
（詳細は合同中間レビュー報告書（英文）添

付の RM B-4 参照） 
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３－１－２ アウトプットの実績 
(1) アウトプット 1 の実績 
指標（PDME） 実績（2011 年 9 月 5 日現在） 

1a．ニーズに基づい

た研修カリキュ

ラムが策定され

る〔i.e. 研修ニー

ズ・アセスメント

（TNA）に基づい

て改訂された研

修モジュールが

MOEFに承認され

る〕。 
 

TNA に基づき、6 つの在職研修コース（TOT、林業・野生生物に

おける法的イシュー、野生生物管理、一般リフレッシャー・コー

ス、コミュニティ林業と JFM、人的資源管理）の「在職研修改善

計画（ITIP）」が策定され、計画は 2011 年 6 月に MOEF に承認

された。改善計画に基づいて改訂された 6 コースの研修モジュー

ルは、2011 年 8 月に MOEF に承認された。 
 
<結論> 
当該指標は既に達成されている。（ただし、改訂モジュールは、

アウトプット 3 の下で行われるモニタリングの結果に基づき、必

要に応じて、さらに改善される） 
1b．改訂カリキュラ

ムの研修資料が

作成される（ i.e. 
改訂モジュール

のリーディング

資料が作成され

る）6。 

これまでのところ、3 つの改訂コース/モジュール（TOT、林業・

野生生物における法的イシュー、野生生物管理）について、関連

記事・文献をまとめたリーディング資料が作成された。残りの改

訂 3 コース/モジュール（一般リフレッシャー・コース、コミュ

ニティ林業と JFM、人的資源管理）のリーディング資料作成は進

行中であり、2011 年末までに完了する見込みである。 
 
<結論> 
当該指標は部分的に達成されており、2011 年 10 月末までに達成

される見込みである。（ただし、リーディング資料は、アウトプ

ット 3 の下で行われるモニタリングの結果に基づき、必要に応じ

て、さらに改善される） 
1c．改訂モジュール

の研修生用コー

ス・ガイドが作成

される。 

これまでのところ、3 つの改訂コース/モジュール（TOT、林業・

野生生物における法的イシュー、野生生物管理）について、研修

生用コース・ガイドが作成された。残りの改訂 3 コース/モジュ

ール（一般リフレッシャー・コース、コミュニティ林業と JFM、

人的資源管理）のコース・ガイドは進行中であり、2011 年末ま

でに完了する見込みである。 
 
<結論> 
当該指標は部分的に達成されており、2011 年 10 月末までに達成

される見込みである。（ただし、コース・ガイドは、アウトプッ

ト 3 の下で行われるモニタリングの結果に基づき、必要に応じ

て、さらに改善される） 
 
●評価者注：指標 1c は、アウトプット 1 をより適切に評価するた

めに合同レビュー・チームが追加した評価用指標である。 
 

 

                                                        
6 訳注：CASFOS の在職研修においては、研修資料（Training Material）として講義用のプレゼンテーション資料と自習

用のリーディング資料の 2 種類が配布されている。このうち、プレゼンテーション資料はコースの各セッションを担当

する講師（多くは外部講師）が作成するので、CASFOS が作成するのはリーディング資料のみである。リーディング資

料は各研修のコース・ディレクターである CASFOS 教員が、WEB 等から関連文献・記事を抜粋・編集して準備してい

る。 
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(2) アウトプット 2 の実績 
指標（PDME） 実績（2011 年 9 月 5 日現在） 

2a．CASFOS デラド

ゥン校における

改訂された TOT
その他の在職研

修コースの実施

数（ i.e. CASFOS
デラドゥン校に

おいて、改訂され

た TOT その他の

在職研修コース

が年間研修カレ

ンダーどおりに

実施される）。 

CASFOS の在職研修は MOEF に承認された年間研修カレンダー

に基づいて実施されている。 
 
改訂 6 コースを含む 2011/12 年度の研修カレンダーは、2011 年 5
月に MOEF に承認された。これまで、計画どおり、改訂コース

は 2 コースが実施され、残りの 4 コースは 2011 年 11 月までに実

施される見込みである（表 A 参照）。 
 
表 A：2011/12 年度の改訂在職研修コースの実施スケジュール 
 改訂研修コース 実施時期 
1 TOT 2011 年 7 月 25 日～30 日

2 林業・野生生物の法的イシュー 2011 年 8 月 8 日～13 日 
3 野生生物管理 2011 年 9 月 5 日～10 日 
4 一般リフレッシャー・コース 2011 年 9 月 19 日 

～10 月 1 日 
 コミュニティ林業と JFM 2011 年 10 月 17 日～21 日

6 人的資源管理 2011 年 11 月 21 日～26 日
 
<結論> 
計画どおりに進捗しており、指標はプロジェクト終了までに達成

される見込みである。 
2b．改訂された TOT

その他在職研修

コースが参加者

のより高い評価

を得る（i.e.（i）
低 80％の参加

者が改訂在職研

修コースに対し、

加重平均で 80%
より高い評価を

与える、（ii）研

修前後の知識・技

術に対する自己

評価において「平

均以上」「とても

良い」とする参加

者が 25％より多

く増加する）。 

（プロジェクト目標の指標 b を参照のこと） 
 
●評価者注：改訂研修コースに対する参加者のより高い評価は、

アウトプット 1、アウトプット 2、アウトプット 3 の達成を通し

て得られることが期待されるため、当該指標はアウトプットレベ

ルの指標ではなく、プロジェクト目標レベルの指標である。 

 
（3）アウトプット 3 の実績 
指標（PDME） 実績 （2011 年 9 月 5 日現在） 

3a．CASFOS におい

て実施される効

果的なモニタリ

ングが XX に到達

（i）研修時のモニタリング：改訂コースに対する研修時モニタ

リングの計画は 2011 年 7 月に策定された。計画に基づき、（a）
CASFOS デラドゥン校が MOEF の様式に基づいて行う既存のモ

ニタリング（*）、（b）プロジェクトによって改訂コース用にデザ
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指標（PDME） 実績 （2011 年 9 月 5 日現在） 

する〔i.e.（i）モ

ニタリング計画

に基づいて実施

される研修時の

モニタリングの

結果が改訂研修

コースの更なる

改善に反映され

る、（ii）モニタ

リング計画に基

づいて実施され

る集約的 /事後モ

ニタリングの結

果が改訂研修コ

ースの更なる改

善 に 反 映 さ れ

る〕。 

インされた様式に基づくプロジェクトのモニタリング、の 2 種類

のモニタリングが実施されている。 
 
（ii）集約的/事後モニタリング：集約的/事後モニタリングに関す

る議論は行われているが、モニタリング項目・タイミング・頻度・

手法・実施体制等を含む具体的なモニタリング計画はまだ策定さ

れていない。同計画は、2011 年 11 月末から 12 月初めに派遣予

定の研修モニタリング評価分野の短期専門家の支援を得て、2011
年末までに策定される予定である。 
 
<結論> 
計画どおりに進捗しており、指標はプロジェクト終了までに達成

される見込みである。 
 
（*）CASFOS デラドゥン校における既存のモニタリング：

2008/2009 年度以降、MOEF の様式に基づく研修終了時の質問票

調査（「フィードバック調査」と呼ばれている）をとおして、在

職研修コースに関するモニタリングを行っている。モニタリング

結果は、各コース担当の教員（コース・ディレクター）によって

「フィードバック・レポート」にまとめられ、MOEF に提出され

ている。CASFOS デラドゥン校によれば、モニタリング結果は次

年度の研修の計画・デザイン時に反映されている。なお、事後モ

ニタリングはこれまで実施されていない。 
 
（4）アウトプット 4 の実績 
指標（PDME） 実績（2011 年 9 月 5 日現在） 

4a．「マスター・ト

レーナー研修」及

び「現場森林官研

修」用に作成され

た 研 修 デ ザ イ

ン・研修資料 

「マスター・トレーナー研修」及び「現場森林官研修」の研修デ

ザイン・研修資料作成は、円借款事業のプロジェクト管理ユニッ

ト（PMU）及びそのコンサルタント・チームによって行われるこ

とになっており、本プロジェクトの役割は、助言提供に限定され

る。このため、当該指標は本プロジェクトの指標として不適切で

あると考えられる。 
 
<結論> 
当該指標は本プロジェクトの指標として不適切であるため、達成

度は評価されなかった。 
4b．「マスター・ト

レーナー研修」の

プログレス・レポ

ート（i.e.「円借款

事業」7の参加州か

ら選ばれた合計

50 名のオフィサ

ーが XX までに

「マスター・トレ

第 2 回 JCC によって承認された 新 PO によれば、「マスター・

トレーナー研修」は 2012 年 2 月及び 4 月から 5 月に実施される

予定になっているが、プロジェクトではコントロールできない外

部の要因（i.e.「円借款事業」実施の全体的な遅れ）により、同

研修の実施は 2012 年 6 月から 8 月に延期される見込みである。
 
<結論> 
円借款プロジェクトの全体的な実施がこれ以上遅延しなければ、

指標は 2012 年 8 月までに達成される見込みである。 

                                                        
7
訳注：「森林管理能力強化･人材育成事業」を指す。以下同様。 
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指標（PDME） 実績（2011 年 9 月 5 日現在） 

ーナー」として養

成される） 
4c．「マスター・ト

レーナー研修」受

講生によって行

われる「州 TOT」
のプログレス・レ

ポート 

「州 TOT」は「円借款事業」の PMU 及びそのコンサルタント・

チームによって行われることになっており、本プロジェクトの役

割は、助言提供に限定される。このため、当該指標は本プロジェ

クトの指標として不適切であると考えられる。 
 
<結論> 
当該指標は本プロジェクトの指標として不適切であるため、達成

度は評価されなかった。 
 
３－１－３ プロジェクト目標の実績 

指標（PDME） 実績（2011 年 9 月 5 日現在） 

a．2013 年までに改

訂研修コースに

参加する州レベ

ルの森林官の数

が XX に達する。 

当該指標は本プロジェクトの指標として不適切であると考えら

れる。CASFOS デラドゥン校の在職研修に参加する州レベルの森

林官の数はプロジェクトではコントロールできないからである。
 
<結論> 
当該指標は本プロジェクトの指標として不適切であるため、達成

度は評価されなかった。 
b．改訂 TOT その他

在職研修コース

が参加者のより

高い評価を得る

〔i.e.（i） 低 80％
の参加者が改訂

在職研修コース

に対し、加重平均

で 80%より高い

評価を与える、

（ii）研修前後の

知識・技術に対す

る自己評価にお

いて「平均以上」

「とても良い」と

評価する参加者

が 25％より多く

増加する〕。 

モジュール/コース改訂前に行われたモニタリング及びベースラ

イン調査の結果によれば、（i）研修参加者の 83%以上が、既存

のコースに対し、加重平均で 80％より高い評価を与えており、

（ii）研修前後の知識・技術に対する自己評価において「平均以

上」「とても良い」と評価する参加者が 52％増加している。改

訂コースに対する 研修参加者の評価の変化を的確に測るには、

左欄に下線で示されるサブ指標では不十分であり、再検討する必

要がある。 
 
<結論> 
当該指標は、改訂研修コースに対する評価の変化を的確に測るに

は不十分であり、達成度を評価することができなかった〔指標は、

11 月末に予定されている短期専門家（研修モニタリング・評価）

派遣時に再検討されるべきである〕。 
 
<参考情報> 
これまで実施された改訂 2 コースにおけるサブ指標のモニタリ

ング結果は以下の通りである。 
(i) 研修参加者の 86％が改訂コースに対し、平均 80％以上の評

価を与えた。 
(ii) 研修前後の知識・技術に対する自己評価において「平均以

上」「とても良い」と評価する参加者が 53％増加した。 
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３－２ 実施プロセスの特記事項 
項目 結果 

３－２－１ 活動の進捗 注記（PDM8と PO9の変更）：プロジェクト開始時から、

R/D 付属の PDM（以下、「当初/現行 PDM」と記す）

の修正が議論されてきたが、PDM はまだ修正されてい

ない。一方、R/D 付属の暫定 PO は、2009 年 10 月に開

催された第 1 回 JCC によって 終化・承認された（以

下、「当初 PO」と記す）。当初 PO は 2011 年 5 月に

開催された第 2 回 JCC において修正・承認された（以

下、「 新 PO」と記す）。 

（1）アウトプット 1 の活動 新 PO の計画と比較すると、アウトプット 1 のほと

んどの活動は若干遅れている。 
＜特記事項＞ 
(a) 研修ニーズの特定（活動 1-2）： 新 PO によれば

同活動は 2011 年 5 月に完了する予定だったが、実

際に完了したのは同年 7 月であった10。活動 1-2
が遅れた主な理由は、インド全州の林業担当部署

への質問票の配布・回収、プロジェクトが開催し

たワークショップのプロシーディング作成、質問

票調査やインタビュー調査によって収集された情

報/データの編纂・分析、TNA 報告書作成等に、

当初の想定より時間がかかったためである（特に

質問票回答の回収・結果の整理に時間がかかっ

た）。TNA 報告書のハード・コピーは 2011 年 7 月

に参考情報として MOEF に送付された。なお、同

報告書は、2011 年 10 月末までに製本され、関連

政府機関及び他の CASFOS に配布される予定で

ある。 
(b) ニーズ・アセスメントに基づく研修モジュールの

改訂（活動 1-3）：TNA によって特定された研修コ

ースのモジュール改訂は、2010 年 12 月から 2011
年 6 月に行われた。質問票・インタビュー調査に

よって収集された情報/データの編纂・分析及び

TNA 報告書の作成は、当初の計画より時間がかか

ったが、ニーズ・アセスメントの結果が研修モジ

ュールの改訂に反映されるように、収集情報/デー

タは、適宜プロジェクト内で共有され、TNA 報告

書案のソフト・コピーは2011年5月に配布された。

（2）アウトプット 2 の活動 アウトプット 2 の活動は 新 PO の計画どおり進捗し

ている。 
（3）アウトプット 3 の活動 アウトプット 3 の活動は 新 PO の計画どおり進捗し

ている。 
 
＜特記事項＞ 

                                                        
8PDM ver.1 
9PO ver.1 
10訳注：当初 PO によれば同活動は、初年度に完了している予定であった。 
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項目 結果 

(a) 元研修生の出身州における集約的/事後モニタリ

ング（活動 3-2）：集約的/事後モニタリングに関

する議論は行われているが、モニタリング項目・

タイミング・頻度・手法・実施体制等を含む具体

的なモニタリング計画はまだ策定されていない。

同計画は、2011 年 11 月末から 12 月初めに派遣予

定の研修モニタリング評価分野の短期専門家の支

援を得て、2011 年末までに策定される予定であ

る。 
（4）アウトプット 4 の活動 新 PO の計画と比較すると、アウトプット 4 の活動

は遅れている。これは、プロジェクトではコントロー

ルできない外部の要因（円借款事業「森林管理能力強

化･人材育成事業」実施の全体的な遅れ）による遅れで

ある。 

３－２－２ 実施体制 プロジェクトの実施体制は適切である。 

３－２－３ プロジェクト管

理 
プロジェクト管理は総じて適切であった。 

３－２－４ コミュニケーシ

ョン 
プロジェクト内のコミュニケーションは総じて十分で

あった。 

３－２－５ 関連機関との連

携 
プロジェクトは、CASFOS他校、州森林局・森林研修

機関等の他の関連機関の連携/協力を得ながら実施さ

れてきた。 

３－２－６ その他の促進・阻

害要因  
(1) 他の促進要因： 

(a) JCC 議長、プロジェクト・ディレクター、プ

ロジェクト・マネジャー、及び CASFOS デラ

ドゥン校校長（実施機関の責任者）のイニシ

アティブとコミットメントが、プロジェクト

の円滑な実施に貢献している。 
(b) CASFOS デラドゥン校教員（プロジェクト・

スタッフ）は、モーチベーション高く、勤勉

である。 
(2) 他の阻害要因：特になし。 
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第４章 評価 5 項目による評価 
 
４－１ 妥当性：プロジェクトは現在でも妥当である。 

項目 評価 

４－１－１ 必要性  

（1）インドのニーズとの整合

性 
上位目標はインドのニーズに合致している。 
 インドにおいて、林業は土地利用の 21％を占め、

その規模は農業に次ぐ。また、およそ 2 万 7,500
万の農村人口（インド全人口の 27%）が自給自足

的生活・現金収入を森林に依存している。社会経

済条件の急速な変化、人口増加、及び気候変動等

の新たな課題の出現に伴い、インドにおける天然

資源管理のコンセプトは、より技術的かつ学際的

なものに変わりつつある。インドは、生物多様性

という観点において、巨大な多様性を有する国で

あり、新たなあるいは将来的な課題に対応するた

め、1894 年以降、森林に関する公共政策を常に見

直してきた。この意味で、森林行政の 前線を担

う森林官が、革新的アプローチに基づく森林管理

手法を含む林業セクターのさまざまな側面に関す

る 新の技能・技術について、効果的でよく構成

された研修を受けることは、非常に重要である。

（2）ターゲット・グループの

ニーズとの整合性 
プロジェクト目標はターゲット・グループ（州上級森

林官）のニーズに合致している。 
 州森林行政職は州/連邦直轄領（UT）政府におけ

る上級森林行政職であり、また、州/UT における

インド森林行政職ポストの 3 分の 1 は州上級森林

官の昇進によって埋められている。州上級森林官

は、州森林局の管理職であり、現場職員の研修を

含む重要なポジションを任されている。林業セク

ターにおいては、進行中のパラダイム変化に伴い、

現場職員の再教育及び適切な態度の変化へのニー

ズが増している。したがって、州の研修機関のた

めの TOT を含む適切なプログラムを通した州上

級森林官の能力強化のニーズも増している。州上

級森林官の研修強化は、また、 新の情報・知識

の提供を通して、彼らが人々の福祉における天然

資源保全の視点を理解することを可能にするだろ

う。 

（3）実施機関のニーズとの整

合性 
プロジェクト目標は CASFOS デラドゥン校の組織的

ニーズと合致している。 
 上述のように、森林局の役割は常に変化しており、

現場職員は適切な研修プログラムを通して定期的

に再教育される必要がある。したがって、州上級

森林官の研修機関である CASFOS や州の現場森

林官のための研修機関は適切なインフラストラク

チャーを備える必要があり、効果的な研修実施の
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項目 評価 

ためには、国家研修政策（National Training Policy）
に基づき、研修体制等の強化をはかる必要がある。

本プロジェクトは適切な調査及び既存の研修コー

スのレビューを通して研修コースの改善をはかる

ものであり、体制強化に貢献することが期待され

る。 

４－１－２ 優先度  

（1）インドの開発計画との関

連性 
上位目標は今でもインドの国家計画と整合性がある。

 第 11 次 5 カ年計画（2009 年～2011 年）に「州の

現場森林官研修機関のための TOT を含む総合的

な能力強化プログラム」の作成が挙げられている。

（2）日本の ODA 政策との関連

性 
上位目標は日本の ODA 政策と整合性がある。 
 日本政府の ODA 大綱によれば、「地球温暖化及び

環境問題」は優先課題の 1 つである。 
 日本政府の中期 ODA 政策（2005 年）において、

環境セクターは国際協力における 重要セクター

の 1 つとされている。 

４－１－３ 手段としての適

切度 
 

（1）日本の技術的優位性 日本には、林野庁及び県の職員を対象とした政府の研

修の長い歴史があり、体系的な研修スキームが確立さ

れている。また、1970 年代以降は、JICA を通して、

多様なスタイルの研修において、外国から研修生を受

け入れている。さらに、JICA は様々な国の林業セクタ

ーにおいて多くの研修プロジェクトを支援してきてお

り、当該国に 適な研修スキームを開発している。し

たがって、林業研修の計画・実施・モニタリングにお

いて、日本は技術的優位性を有しているといえる。 

 
４－２ 有効性（予測）：プロジェクトの有効性は現時点では判断できない。 

項目 評価 

４－２－１ プロジェクト目

標の達成度とア

ウトプットの貢

献度 

プロジェクト目標の達成に向けて進捗はみられるが、

指標がプロジェクト目標の内容を十分に反映しておら

ず（*）、正確な達成度は評価できなかった。一方、ア

ウトプットは、それぞれ達成度は異なるものの、プロ

ジェクト目標の達成に貢献していると判断される。 
 
（*）指標は、研修の改善の度合いを明確に測るには不

十分あるいは不適切である。また、コンポーネント II
に係る指標は設定されていない。 

４－２－２ 外部条件 これまでのところ、外部条件（「CASFOS デラドゥン

校において、州上級森林官対象の TOT その他の在職研

修コースが中止にならない」）は満たされている。 

４－２－３ Other  
促進・阻害要因 

特になし。 
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４－３ 効率性：プロジェクトはおおむね効率的に実施されてきた。 
項目 評価 

４－３－１ アウトプットの

産出状況 
全体：アウトプット 4 以外のアウトプットの産出状況

はほぼ計画どおりである。 
 アウトプット 1：ほぼ達成されており、2011 年 10

月末までには産出される見込みである。 
 アウトプット 2：産出レベルは計画どおりであり、

プロジェクト終了までに産出される見込みである。

 アウトプット 3：産出レベルは計画どおりである。

集約的/事後モニタリングに関する具体的な計画は

まだ策定されていないが、2011 年 11 月末から 12
月初めに派遣予定の研修モニタリング評価分野の

短期専門家の支援を得て、2011 年末までに策定され

る予定である。アウトプット 3 は、プロジェクト終

了までに産出される見込みである。 
 アウトプット 4：アウトプット 4 の産出は、プロジ

ェクトではコントロールできない外部の要因（円借

款事業「森林管理能力強化･人材育成事業」実施の

全体的な遅れ）により、当初計画より遅れている。

上記円借款事業がこれ以上遅れなければ、アウトプ

ット 4 は、2012 年 8 月までに産出される見込みであ

る。 

４－３－２ 外部条件  PDM に特定された外部条件（「研修コースの参加者

が研修後に異動にならない」）は、実際はアウトプ

ットの達成に影響しないため、アウトプットのため

の外部条件としては不適切だと考えられる。 
 その他：「円借款事業（「森林管理能力強化･人材育

成事業」）が計画より大きく遅れない」はアウトプ

ット4達成に不可欠だがプロジェクトではコントロ

ールできない外部条件である。 

４－３－３ 投入の適正度  

（1）インド側  

（a）プロジェクト・スタッフ  タイミング・期間・人数：現在、CASFOS デラドゥ

ン校には 5 名の教員が配属されているが、プロジェ

クト開始当初は 2 名のみであった。教員全員がプロ

ジェクトに配置されているが、専任ではなく、通常

業務との兼任である。 
 質：適切な専門的知識、経験、及び技術レベルを有

する人員が配置されている。 
（b）建物・施設  タイミング：総じて適切である。 

 量＆質：適切である。 
（c）ローカル・コスト  タイミング＆量：総じて、必要な予算が遅延なく配

分・支出された。 
（2）日本側  

（a）長期専門家  タイミング・期間・人数：長期専門家は計画どおり

派遣された。 
 質：計画どおり3分野の長期専門家が派遣されたが、
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項目 評価 

派遣された専門家はそれぞれの分野に関連する経

験・専門知識・技術を有していた。 
（b）短期専門家  タイミング・量：研修管理分野の短期専門家が計画

どおり派遣された。派遣時期はちょうど研修モジュ

ール改訂関連活動が始まった時期であった。 
 質：関連する経験・専門知識・技術を有する専門家

が派遣された。 
 その他：専門家とプロジェクト・スタッフ（教員）

の交流の時間がより多ければより効率的だったと

思われる。 
（c）研修員受け入れ  タイミング・期間・人数：本邦研修のタイミング・

期間・派遣人数は、インド側との協議の上決められ

た。 
 質：研修の質は適切だったが、林業研修について学

ぶ機会がより多ければより効率的だったと思われ

る。 
（d）機材  タイミング：研修機材は、機材を必要とする研修コ

ース開始前の 2011 年 9 月に納入・設置された。 
 量・品目・スペック・質：機材の品目・スペック・

質及び量はインド側との協議の上決定された。品

目・スペック・質・量の適切さは、機材は納入・設

置されたばかりであるため、評価することが困難で

ある。 
 操作・保守管理：全ての機材は現地で調達されてい

るため、部品・消耗品はインド国内で調達可能であ

る。また、操作に特別な知識・技能が必要とされる

機材（GIS ソフトウェア）については、業者による

研修が 2011 年 9 月に予定されている。 
 活用：供与機材は改訂研修コースの実施に必要なも

のであり、十分な活用が見込まれる。 
（e）在外事業強化費  タイミング＆量：必要な額が遅延なく支出された。

４－３－４ 前提条件 プロジェクトの前提条件（「インドの森林政策・法規が

大きく変わらない」及び「円借款事業が計画より大き

く遅れない」）は、プロジェクト開始前に満たされた。

４－３－５ Other  
促進・阻害要因 

特になし。 

 
４－４インパクト：森林官の研修の重要性に関する意識が向上した。 

項目 評価 

４－４－１ 上位目標レベル

のインパクト 
 

（1）上位目標の達成見込み 上位目標達成の見込みの評価は、時期尚早だと判断さ

れた。 
（2）外部条件 外部条件「現場森林官に必要な知識と技術（JFM を含

む）が大きく変わらない」が満たされるかどうかは不

確実である。 
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４－４－２ その他のインパ

クト 
アウトプット 1 の下、TNA の一部として行われた州森

林局対象の一連のワークショップやインタビュー調査

を通して、森林官の研修の重要性に関する意識が向上

した。 

 
４－５自立発展性（見込み）：プロジェクトの自立発展性は確保されると見込まれる。 

項目 評価 

４－５－１ 組織・制度面  

（1）政策・法的支援 州上級森林官及び現場森林官の研修に対する政策・法

的支援は継続する見込みである。インド国憲法は森林、

野生生物、及び森林に依存する部族共同体を十分に認

識している。林業セクターは、憲法の共同管轄事項リ

スト（concurrent list）にカバーされており、連邦・州

政府が管轄権を共有している。したがって、社会的・

経済的・政治的な開発課題に対応するために既存人材

の育成を確保することは、両政府の役目である。また、

これに関連し、適切に設計された研修プログラムを通

じて異なったレベル・セクターの人材育成の有効性増

加をはかるため、インド政府人事・社会保障省（Ministry 
of Personnel, Public Grievances and Pensions）の人事研修

局（Department of Personnel & Training）は、総合的な

研修政策として国家研修政策を策定している。同政策

は、研修が達成すべき目標を定めるだけでなく、各省・

各局に対し、職員の能力向上のための具体的な研修プ

ログラム策定を求めている。 
（3）プロジェクト・スタッフ

の配置 
プロジェクト・スタッフである CASFOS デラドゥン校

教員は出向中のインド森林行政職オフィサーであるた

め、同校における勤務は永続的ではないが、同校に留

まる限りは研修活動に従事するだろう。 
（4）運営・管理能力 CASFOS デラドゥン校は、これまでプロジェクト活動

を問題なく運営管理してきており、プロジェクト終了

後も関連活動を独力で運営管理できると見込まれる。

（5）関連機関との連携 本プロジェクトの活動は、州森林局等の現地関連機関

の協力を得て行われてきた。プロジェクトを通して強

化された協力関係は、プロジェクト終了後も継続する

と見込まれる。 

４－５－２ 財政面 これまで、インド政府はプロジェクト活動の実施に必

要な予算を（改訂研修の費用を含む）を措置してきて

おり、プロジェクト終了後も関連活動の継続に必要な

予算が確保されると見込まれる。 

４－５－３ 技術面  

（1）プロジェクト・スタッフ

の技術能力 
CASFOS デラドゥン校の教員は、通常業務の一部とし

て在職研修コースを行っており、研修活動の計画・実

施・モニタリングに必要な技術能力を十分に有してい

るが、関連技能・知識のさらなる強化が図られれば、

技術的自立発展性をより高めることになるだろう。 
（2）移転技術・プロジェクト これまでに移転された手法及び成果品は、CASFOS デ
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項目 評価 

成果品の活用・普及 ラドゥン校/MOEF における評価を考慮すると、プロジ

ェクト終了後も活用・普及されると見込まれる。たと

えば、CASFOS デラドゥン校/MOEF は、すべての改訂

モジュールのコース・ガイドが完成すれば、CASFOS
他校に参考資料として配布する予定である。また、

CASFOS デラドゥン校は、モニタリング結果によって

は、プロジェクトを通して移転された体系的アプロー

チを活用して、他の在職研修のモジュールを独力で改

訂することを考えている。さらに、MOEF は、CASFOS
デラドゥン校における改訂研修モジュールのフィード

バック次第で、改訂モジュールを MOEF 監督下の他の

研修機関にも適用することを計画している。 
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第５章 結論、提言 
 
５－１ 結論 
プロジェクトはおおむね順調に進捗している。プロジェクト活動で改善された 6 つの研修

コースにかかるモジュールは、既に MOEF の承認済みであり、うち 2 コースについては改

善されたモジュールに従って研修が実施され、MOEF 規定のモニタリング方法に加えてプ

ロジェクトで行われているモニタリング方法にてフォローされている。ただし、改善の上、

実施されたコースが 2 コースのみということで、現段階では評価できるタイミングではない。

研修コースの質を標準化するため、モジュールが効果的なツールであること、さらに研修受

講生のためのコース・ガイド及び講師のためのラーニング・ユニットを整備することを確認

した。なお、アウトプット 3 及び 4 については PO 案のとおり今後は実施されることが期待

される。 
評価 5 項目については、妥当性は今でもあると考えられるが、有効性はプロジェクト目標

の指標が研修の質の変化を測るには不十分であることから判断できなかった。プロジェクト

はおおむね効率的に実施されており、TNA の過程で森林官研修の重要性に関する意識が向

上するというインパクトがみられた。実施機関は在職研修実施に必要な能力を有しており、

研修に必要な予算も確保されている。また、プロジェクトで移転された研修改訂への体系的

アプローチや成果品のコース・ガイドは高く評価されていることから、自立発展性も確保さ

れると見込まれる。 

 
５－２ 提言 
（1） 上位目標及びプロジェクト目標修正 

2011 年 2 月 4 日付 JICA レターに基づき、上位目標及びプロジェクト目標の修正に

ついて、 終的なセットが必要である。 
 
（2） TOT 及び他の現職者研修にかかるモニタリング・フィードバックシステム（アウ

トプット 3） 
実際の研修制度をかんがみ、アウトプット 3 の修正を次のとおり修正した。 
変更後：改定された TOT 及び他の現職者研修にかかるモニタリングのフィードバ

ックが更なるコースの改定に活用される 
変更前：TOT 及び他の現職者研修にかかるモニタリング及びフィードバックシス

テムが確立される。理由は次のとおりである。 
MOEF 規定のモニタリング・フィードバック制度が存在し、CASFOS デラドゥ

ン校で通常業務の一環で行われている。つまり、当該システムの改善は本プロジェ

クト活動のスコープ外である。 
他方、本プロジェクトにて別途モニタリング・フィードバックのためのフォーマ

ットを用意し、本プロジェクトで行った TNA をもとに改善したコースに活用して

いる。 
アウトプット 3 は、これら実態に基づいた実際の活動を反映した内容とすべき

であるため、上記変更を提案するものである。 
 
（3） コンポーネント II 

コンポーネント II は本プロジェクト及び円借款プロジェクトとの協力分野として

計画されたものであり、本プロジェクトの役割は、円借款プロジェクトへの支援であ

る。本プロジェクトの活動を明確化するため、PDM の記載を整理した。 
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活動（修正前） 活動（修正後） 備考 
4-1．円借款事業「森林管理能

力強化・人材育成事業」にて

実施される、マスター・トレ

ーナー研修及び現場森林官

研修用の研修計画及び研修

教科作成を支援する。 

4-1．円借款事業「森林管理

能力強化・人材育成事業」に

て実施される、マスター・ト

レーナー研修用研修計画及

び研修教科作成に対して助

言を行う。 

研修計画及び研修教科作

成については、PMU コン

サルタントが準備する。 

4-2．円借款事業にて実施され

るマスター・トレーナー研修

の実施を支援する。 

4-2．マスター・トレーナー

研修の実施を支援する。 
（変更なし） 

マスター・トレーナー研修

は、PMU メンバーの一員

である MOEF の指示の元、

CASFOS デラドゥン校に

て行われることとなって

いる。 
4-3．円借款事業にて実施され

るマスター・トレーナーよっ

て行われる各州の現場森林

官研修に対するモニタリン

グを支援する。 

4-3．円借款事業にて実施さ

れるマスター・トレーナーに

よって行われる各州のトレ

ーナー研修に対するモニタ

リングについて助言を行う。

各州のトレーナー研修へ

のモニタリングは PMU 及

び PMU コンサルタントに

より実施される。 

 
また、コンポーネント II にかかるプロジェクト・マネジャーについては、円借款

プロジェクトの日常的管理を行っている点をかんがみ、AIG が引き続き担当するこ

とが適当である。 
 
（4） 外部リソースの活用 

プロジェクトをより効果的・効率的に実施するため、トレーニング方法、コミュニ

ケーション法、モニタリング手法等、活動上に必要な専門性を得るにあたり、外部リ

ソースの活用について検討を要する。詳細については、プロジェクトメンバー内で議

論の上、決定することが適当である。 
 
（5） R/D マスタープラン修正 

上記（1）～（3）の提言に基づき、R/D 別紙となっているマスタープランについて

変更を行い、JICA インド事務所及び MOEF 側で変更手続きを取る必要がある。 
 
（6） PDM 修正 

各活動の明確化及びプロジェクトの適正なモニタリングを目的として、プロジェク

トとの議論に基づいたもの及び事業形成時における PDM及びR/D作成の際の誤記を

反映して PDM を修正する必要がある。さらに、上位目標及びプロジェクト目標にか

かる指標については、プロジェクトで今後 終化し、第 4 回 JCC で承認される必要

がある。 
 
（7） PO 修正 

PO については、円借款プロジェクト進捗に応じて見直すとともに、活動毎の詳細

内容及び責任者について記載をする。また PO 及び PO に基づいて作成する年間計画

である APO について JCC の承認を要する。 
 
（8） JCC 開催について 

JCC については年 1 回、次年度活動が開始できるよう、次年度開始前に開催される

必要がある。 
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第６章総括報告 
 
中間レビューは、本プロジェクトが所定の手続きによって形成され、開始されたという前

提のもとに、そのプロジェクト期間の中間段階での進捗状況に関し、行ったものである。既

存の PDM は達成度の評価等が行い難いものであったため、PDME を用意し、これに則って

評価を行った。その結果は本報告書に記した通り、「プロジェクト目標の達成度に関して現

在のところ評価する段階ではないものの、成果と活動のレベルにおいてはおおむね計画どお

りに進められている」というものである。しかしながら、今後の教訓等を含め、次の点につ

き記しておくこととする。 
 
６－１事前調査等、プロジェクト設計への現状の反映について 
本プロジェクトのコンポーネント I では、TOT を含む在職者研修にかかる研修について、

計画立案・モニタリング体制の確立を通じて改善を図ることとしているが、MOEF が定め

たモニタリング制度があり、継続して CASFOS デラドゥン校にて実施していたという実態

が適切にプロジェクト設計に反映されていたとは言い難い状況である。また、事前調査報告

書が指摘しているように、在職者研修の参加者については必ずしも研修生のポストや担当業

務が直接的に反映される仕組みになっていないことから、現段階において、本プロジェクト

による改善状況を適切に測ることが困難だった要因の 1 つとなっている。 
 
６－２ 技術移転に対する受入国の現状 
本プロジェクトはインド森林セクターに対する初めての技術協力である。インドは、研修

計画、モニタリング評価のシステム等、既に一応のものを有しており、その改善について強

いオーナーシップを持ってこれまで独自に行ってきた国である。他方、日本側は本プロジェ

クトにてプロセス重視、技術移転という従来型の技術協力の導入を重視して行ってきた。こ

のことが、いくつかの専門性を要求される活動において、日本・インド双方とも外部リソー

スの活用を逡巡させた要因と考えられる。現状のプロジェクトのキャパビリティを考慮すれ

ば、現状のリソースのみで必要な活動をすべて行うことが困難であることは明らかである。

したがって、日本側としては部分的にプロセス志向をアウトプット志向に切り替え、またイ

ンド側としては部分的にイニシアティブを委ねることにより、外部リソースの 大限の活用

を図っていくことが重要であると思料する。 
以 上 
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1. Introduction 

1.1 Objec“ves of the Review 
The reviewing activities were performed with the following objectives: 

(1) To verify the accomplishments of the Project compared to註ioseplanned; 

(2) To identify. obstacles and/or facilitating factors that have affected the 

implementation process; 

(3) To analyze the Project in terms of the fiv巴 evaluationcriteria (i.e. Relevance, 

Ef為ctiveness,Efficiency, Impact, and Sustainability）；飢d

(4) To make recommendations on the Project regarding the measures to be taken for 

the remaining period. 

ゐ，

1.2 Members of the Joint Review Team 

(1) The Japanese Team 

Team Leader Mr. Hiro戸.ikiHATORI 

Forest Management I Ms. Atsuko GODO 

Cooperation I Ms. Miho HORIKA WA 

Planning 

五両記。瓦函戸isl M;:y;;;,~云云示OUCHI

(2) The Indi加 Team

1.3 Schedule of the Review 

Senior Advisor (Forest Enviromnent), 

ゐ担an International Cooperation Agency 

(JICA) 

Technical Official 

International Cooperati叩 Division,

International Affairs Department, 

Minister's Secretariat 

Ministry of Agriculture, Forestry 叩 dFisheries 

Rep間間四匂foe,

JICA India Office 

Permanent Expert, 

InternatiOnal Development Associates Ltd. 

Indira Gandi National Forest Academy 

The review of the Project was conducted企omAugust 21'' to September lO'h, 2011. The 

Joint Review Team (hereinafter referred to as“the Team”） collected the information 

through questionnaires and a series of interviews with Indian P吋ectPersonnel and 

Japanese experts. Based on the results of the review, th巴Teamprepared a draft report and 

finalized it through a series of discussions on September 8th. 

2. Outline of the Project 

2.1 Background of the Project 

At the start of the 20th Century, roughly 40% of India’s land was covered in forest, but as 

シ／ 耳多与
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2001, India’s forest andなeecover ratio stood at 23%, much below the global average of 

30.3% (2005). It has been recognized that one of the factors causing destruction of the 

forests is the arbitJぽyuse of forest resoぽ cesby the poor village communities, living in or 

on th巴fringesof forests, which depend o担 thoseresources to make a living. It is therefore 

vital to promote awareness of the importance of forest management among th巴 local

villag巴 residentswhile planning for forest conservation, and to provide assistance to 

improve the livelihoods of the poor and their effective use。fforest resoぽ cesin a 

sustainable manner. 

To that purpose, it is critical that the frontline staff of each state’s forest depぽ tment,which 

implements the proj巴ctand is in daily contact with local village communiti巴s,receives 

effective and well-structured trainings on the latest skills and tc:clmiques coverihgvarious 

aspects of the forestry sector, including forest management methods based on a new 

innovative approach. However, the frontline staff currently lacks such skills and 

teclmiques, and does not yet have adequate experience in sharing teclmiques with local 

vill且geresidents. Thus "The Projeet for Capacity Building of State Forest Training 

Institutions and SFS Colleges”（here in after referred to as“the Project”） was formed to 

improve the training at the national level under the Dir巴ctorateof Fore st Education at 

CASFOS (Central Academy for State Forest Service), the official central training school 

of th巴Ministryof Environment and Forests, Goverrnnent of India (here in referred to as 

“MOEF”）， in D巴hradun,for the state forest officers who are the lead巴rsand trainers for 

the training for the企ontlinestaff at their states. In this way it is expected that the q羽ality

of training for the frontline staff at the state training schools all over India improves 

ultimately leading to the enhancement of their capacity. 

The Pr・oject,which started in March 2009, will be continued until March 2014 with 

cooperation between Japan International Cooperation Agency (herein referred to as 

“JICA”） and MOEF. Since a half of th巴periodof the Project has passed, the Te叙nwas 

formed for this mid但 termreview. 

At the second Joint Coordination Committee meeting (herein referred to as“JCC 

meeting”） of the Project held on May 6th，社 wasconfirmed that P吋巴ctDesign Matrix 

(herein referred to as“PDM”） including interchange of the Ov巴rallGoal and the Project 

Purpose, and roles of the Project Manager for Component II shall be revisited during the 

Mid-term review mission. 

In addition, the change of the title of the Project is under process between two countries 

and it is expected to be finalized in the end of September, 20日.Accordingly, 

recommendations made by the Team are based on the premise of the change. 

2.2 Summary of the Project 

(1) The Project Purpose: Capacity of frontline staff (Foresters and Forest Guards) will 

ク／ 織／
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be enhanced 

(2) The Overall Goal: Trainings on Forestry by the governments in India will be 

strengthened. 

(3) The Outputs: 

1) Output 1: 

2) Output2: 

3) Output3: 

Trainings on Forestry in SFSC, Dehradun will be. improved 

Improved TOT and other refresher courses will be carried out at 

SFS College, Dehradun 

Monitoring and f巴edbacksyst巴mfor trainings in SFSC, Dehradun 

will be established 

4) Output4: Master Trainers will be trained who will be based in State Forest 

Training Institutions in ten (10) target states of“Capacity 

Development for Forest Management and .Personnel Training 

Project" ( hereinafter referred to as“the Japanese ODA Loan 

Project") 

3. Review of the PDM 

Prior to the start of the Mid-term Review, the Team reviewed the PDM attached to the 

Record of Discussion (hereinafter referred to as“RID”） signed on February 2ih, 2009 

(Annex ト1),and agreed to prepare a PDM for evaluation (PDME) (Annex 1-2), in which 

editorial eηors are correct巴dand interpretation of the Indicators confirmed through 

discussions with the Proj巴ctis shown, as a basis of the Mid-term Review. The PDME 

was prepared by the Team through consultation with the P吋ectmembers (i.e. Indian 

project personnel and Japanese exp出 s).

4. Methodology ofReview 

4.1 Data Collection Method 

The Team made interviews with the Indian Project Personnel and the Japanese experts 

engaged in the Project. The Team also collected information through questionnaires from 

the concerned personnel. 

4.2 Items of Analysis 

(1) Accomplishment of the Project 

The accomplishment of the Project was measured in terms of恥 Inputs,the Outputs 

and the Project Purpose in comparison with the Objectively Verifiable Indicators of 

PDME as well as the plan delineated in the R, D. 

(2) Implementation Process 

The implementation process of the Project was reviewed to see if the Activities have 

タ／ 局み
3 

付属資料

31



been implemented according to the schedule delineated in the latest PO, and to see if 

the Project has been managed properly as well as to identifシobstaclesand/or 

facilitating factors that have affected the implementation process. 

(3) Evaluation based on the Fiv.e Evaluation Criteria 

(a) Relevance : Relevance of the Project was reviewed to see the validity of the 

Project Purpose and the Overall Goal in connection with the needs of the 

beneficiaries and policies of India and Japan. 

(b) Effectiveness Effectiveness was analysed by evaluating the extent to which the 

Project has achieved a吋 co附 ibutedto the beneficiaries. 

( c) Efficiency : E妊iciencyof the Proj巴ctimplementation was analysed focusing on the 

relationship between th巴 Outputsand Inputs in terms of timing, qualitれ and

quantity. 

( d) Impacts : Impacts of the Proj巴ctwere forecasted by referring to positive and 

negative impacts caused by the Project. 

（巴） Sustainability : Sustainability of the Project was analysed in institutional, financial 

and t巴chnicalaspects by examining the extent to which the achievement of the 

Project would be sustained and/or expanded品fterthe Project is completed 

5. Summary of Accomplishment and Implementation Process of the Project 

5.1 Accomplishment of the Project (Details are described in Annex 3) 

(1) Inputs (Details are described in section (1) of Annex 3) 

Summary of Inputs is shown in the tables below. 

Table 1: Summary of Indian Inputs 

Allocation of Pr句ect

Personnel (P/P) 

9 persons 

Table 1: Summary of Japanese Inputs 

Dispatch of Experts: Long-term Expert: 4 

persons 

Short同termExpert: 1 

person 

PIP Trained m Japan: 8 persons 

Alloc副 onof local 

cost: 

Prov1s10n of 

Eqmpment: 

Disbursement of local 

cost: 

(2) Outputs (Details are desc.ribed in section (2) of Annex 3) 

(a）~函司 Output 11冶asb巴enm

Necessary budget has been 

allocated 

¥ 16.6 million （田of

September 2011) 

.¥ 21 m1lhon （田ofAugust 

2011) 

training courses (i.e. TOT, Legal Issues in Forestry and Wildlife, Wildlife 

ク／ 持品
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Management, General Refresher Course, Community Forestry and JFM, 在日d

Human Resource Management) have been developed based on the training need 

assessment. Preparation of the reading material as well as Course Guides for 

trainees for the revised courses is ongoing and is planned to be completed by the 

end of October 2011. It is expected that Output 1 would be achieved by the end 

of October 2011. (It is noted that the revised training courses and material may 

be further improved reflecting the results of monitoring conducted under 

Output3). 

(b）底函ヨ： Achievementlevel of Output 2 is as pl制 edand is likely to be 

achieved by the Project end. 

(c）底面IJAchi問問削 levelof Output 3 is as pl棚札 Immedi蹴 m凶制ng

of the revised courses has been conducted as planned. A plan for intensive/post 

monitoring is expected to be finalized with assistance from Short悶 termExpert on 

Training Monitoring & Evaluation, who is scheduled to be dispatched in 

November 2011, the plan would be finalized by the end of 2011.τhe Output is 

likely to be achi巴vedby the Project end. 

（の医函司 Achievem叫 ofOutput 4 is behind批叫叫ledue to an叫 emal 

condition that is not controlled by the Project (i.e. delay of overall implementation 

of the Japanese ODA Loan Project). The Output is expected to be achieved by 

August 2012 on condition that implementation of the Loan Project should not be 

delayed further. 

(3) Project Purpose (Details ar巴d巴scribedin section (3) of Annex 3) 

The achievement was not able to be assessed because the Indicators were considered 

insu節cientto measure the effect of the Project (i.e change in the evaluation of the 

revised courses by th巴trainingparticipants) 

5.2 Implementation Process of the Project (Details are described in Annex 4) 

Communication within th巴Proj巴ctis sufficient for smooth implementation. The Project 

has been implemented in coordination/collaboration with various organizations, including 

other CASFOS and state forest departments. Initiative and commitment of Additional 

Director General of Forests of MOEF (as JCC chairman), Deputy Inspector General 

(Research and Training) of MOEF (as Project Director), Director of DFE and Assistant 

Inspector General ofMOEF (RT) (as Project Managers），飢dthe Principal ofCASFOS (as 

the head of the Implementing Organization) as well as motivation and dilig巴nceof the 

Project Personnel have been identified as the factors that have facilitated the 

implementation of the Project. 

〆 5 
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6. Summary of Evaluation based on the Five Evaluation Criteria 

6.1 Relevance (Details are d巴scribedin S巴ction1 of Annex 5) 

The Overall Goal and the Project Purpos巴arestill relevant with the needs of India and 

Target Groups (i.e. SFS O紅icerstrained by CASFOS, SFS Officers/FROs from 

participating states of the Japanese ODA Loan Pr申ct). Th巴yar巴stillco凶 st巴ntwith the 

national development plan of India as well as Official Development Assistance (ODA) 

policies of Japan. Japanese technical advantage has b巴巴nconfirmed. 

Ov巴rail,th巴Projectis still relevant. 

6.2 Effectiveness (Prospect) (D巴tailsar巴d巴scribedin Section 2 of Annex 5) 

Progress has be巴nmade towards achievement of the Project Purpos巴butth巴exactdegree 

of achievement cannot b巴 assessedbecause the Indicator is considered insufficient to 

mea幼児 th巴effectsof the Project. Meanwhile, all of the Outputs, although th巴irl巴velof 

achi巴vementvaries, hav巴contributedto th巴achi巴vementof the Project P口rpose.

Overall, th巴Prosp巴ctof the effectiv巴nessis not clear at th巴mom巴ntin vi巴W of the above. 

6.3 Efficiency (Details are describ巴din Section 3 of Annex 5) 

Progress has been made mostly as expected in producing Outputs except for Output 4. 

Inputs from the Indian and Japanes巴 sideshave been generally appropriat巴 inproducing 

the Outputs in terms of timing, quality and quantity. Inp羽tsare considered to have 

contributed to production of the Outputs mostly. 

Overall, the Project has been mostly e妊にient.

6.4 Impacts (Details are described in Section 4 of Ann巴X5) 

Awareness on the importanc巴ofth巴trainingof forestry personnel has be巴nraised, through 

activities conducted as part of training need assessment under Output 1, including a seri巴S

of workshops and int巴rviewsurveys targ巴tingstat巴forestd巴partments.

6.5 Sus旬inability(Forecast) (Details are describ巴din Section 5 of Annex 5) 

Policy support for capacity building of SFS officers and frontline staff is likely to continue. 

Th巴 collaborativerelationship enhanced through th巴 Projectis expected to be further 

dev巴loped. So far, MOEF has allocated necessary budget for the implem巴ntationof the 

Project activiti巴S It is likely that budget n巴cessaryfor continuation of the rel巴vant

activities would b巴 securedin th巴 post-project. The transferred methods, including 

思毎
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revision of training modules based on the training need assessment, as well as project 

deliverables such as course guides are likely to be disseminated and utilized after the end 

of th己Proj巴ct.

Fromacompr巴hensiveviewpoint, sustainability of the Project is likely to be ensured. 

7. Conclusion 

The Team concludes, based on provisionally prepared PDME, that the Project shows a 

favorable performance as an introduction so far. Modules for six irトservicetraining courses 

revised by the Project were approved by MOEF. Two courses have been conducted in 

accordance with the respective modules, and monitoring for which the Project prepar巴d

additional format as well as existing monitoring designated by MOEF has been carried out 

for these two courses. Since the courses conducted in accordance with the modules are only 

two so far, improvements of the courses are not to be quantit拭1velyevaluated at this stage. 

However, the Team agrees that the modules should function as an effective tool to 

standardize quality of courses, which is going to be further utilized to develop a Course 

Guide for trainees and a learning unit for coぽ seorganizers/resource persons. As for .the 

activities under the Outputs 3 and 4, timely implementation合omnow on in accordance 

with proposed PO is巴xpected.

8. Recommendations 

The followings are. the recommendations made by th巴 Teambased on interviews and 

discussions between Director ofDFE, Principal and Faculties of CASFOS, Deheradun and 

JICA experts. 

(I) Rectification by Interchanging of th巴OverallGoal and the Project Purpose 

The Team recomrriends that intercha耶 ofOverall Goal and the Project Purpose 

should be r巴visedas proposed by JICA’s.!etter dated February 4, 2011. 

(2) Monitoring and Feedback System for TOT and Other In-Service Training 

(Output 3) 

ク／

Taking into account of actual activities under the Project and s帥 JS of 

monitoring system d巴signatedby MOEF, the Team recommends that Output 3 

on吐1ePDM should be revised as under. 

New: Feedbacks from monitoring of the revised TOT and other irトservice

training courses in CASFOS, Dehradun are utilized in further improving 

務っ
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the revised courses 

Old: Monitoring and f巴edbacksyst巴m for TOT and other in-s巴rvicetraining 

courses in CASFOS, Dehradun, is established. 

The reasons are the followings; 

Monitoring and feedback system for all CASFOSs designated by MOEF 

already exists and has been conducted as a routine work at CASFOS, 

Dehradun. Improvement of the monitoring and feedback system approved 

by MOEF is out of scope of the Project accordingly. 

However, additional monitoring and feedback fo口natwas prepared by the 

Project and has been utilized to monitor in-service training courses which 

were improved b¥¥sed on the result of Training Need Assessment as activities 

of the Project (Activity 1), in order to figure out impact of the Project 

activities. 

The Team, therefore, recommends revising Output 3 based on the actual 

activities. 

In addition to the above, Activity 3-2 is recommended to be modified in order to 

clarify timing and to reflect way of monitoring as discussed. 

New: Conduct post monitoring targeting some of the trainee’s state 

Old: Conduct intensive monitoring in some of the trainee’s state 

(3) Component IIゆfasterTrainers Training) 

Component II was programmed as a collaborative area of the Project and the 

Japanese ODA Loan Project. Main role of the P吋ectfor Master Trainers 

Training is to assist the Japanese ODA Loan Pr伊 ct.Sinc巴thereare many actors, 

the Team recommends revising the PDM as attached in order to clarifシthe

activities of the Project. 

The points for revision are shown in the table below. 

4-1 Aぉ怠Zthe Japanese ODA 
Loan Project in developing 
training design and materials 
intended for “Master Trainer's 
Training" and “Frontline Staff 

4-1 Prcvide advice to the 
Japanese ODA Lo叩 Project
in developing廿ainingdesign 
and materials intend迫dfct 

“Master Trainer's Training’＼ 

Developing the training 
design and materials is 
prep訂edbyPMU
Consultants. 

Trainin臣”

4‘2 ~the Japanese ODA 
Loan Project in conducting 
"Master Trainer’S Training.＇’ 

A
時
ラ

［

i
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u
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目
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Master Trainer’s Training is 
to be ccnducted by 
CASFOS, Dehradun under 
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direction ofDFE as a 
(No ch叩 ge) member of PMU of the ODA 

Loan Proiect. 
4-3 fil主illthe Japanese ODA 4”3 Provide advice to the Monitoring of State TOT 
Loan Project in monitoring_ Japan田eODA Loan Project will be carried out by PMU 
“Frontline Staff Training” in monitoring“State TOT” and Pl¥征JConsultants. 
carried out by “Master carried out by“Master 
Trainers." Trame rs 

Assistant Inspector General of Forests (RT) is ih a better position to coordinate 

both th巴 Projectssince he is responsible for day to day management of the 

Japanese ODA Loan Project. Accordingly the Team recommends AIG (RT) 

should continue to be the Project Manager of Component II. 

.( 4) UtiliZation of Ext巴malResources 

The Team recommends that the Project should explore and utilize external 

resources when the Project requires巴xpertisefor and/ or assistance to the 

activities, such as communication skills, teaching methods and monitoring 

methods, in order to implement the Project more efficiently and effectively. 

Details should be discussed and determined by the Project members. 

(5) The Master Plan of RD 

Based on the modifications recommended in (1)-(3) abov巴， theMaster Plan 

which is Annex II of乱IDshould be r巴visedand confirmed between JICA India 

Office and Project Director of the Project.(Annex 6) 

(6) Modification of the PDM 

The Team recommends that the PDM should be modified for clarifying th巴range

of activities and smooth monitoring of the Project based on the discussion with 

the Project members. Also, editorial errors which were made at th巴 timeof 

preparation of PDM, RD should be modified. Moreover, the Team recommends 

that Indicators of the Overall Goal and the Project Purpose, which are to be 

discussed and finalized within the Project members, should be approved by 4th 

JCC Meeting. (Annex 7) 

(7) Modification of Plan of Operation 

タ／

Plan of Operation (PO) has been revisited according to the progress of the ODA 

Loan Project between the Team and the Project Member. Further, detail activit悶

and r巴sponsibleperson(s) of each activity have been specified in the revised PO. 

(Annex 8) 

The Team recommends that the PO and Annual Plan of Operation (APO) which 

鳴か
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indicates specific activiti巴sto be conducted base on the PO, should be approved 

by JCC. 

(8) Organization of J CC Meeting 

タ／

The Team recommends that JCC meeting should be held once a year before the 

beginning of the next fiscal year, so that the Project members will be able to start 

next fiscal year’s activities. 

End of Document 
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匝盃：！］］ Accomplishment of the P叫ect

Accomplishment of Inputs 

1 Indian side 
1.1 Personnel I Review of 
(1 )Project Director: Deputy Inspector General of I record of 

Forests (RT), MOEF I Inputs 
(2)Project Manage悶 I(RMA) 

ーComponenti口irectorof the Directorate of 
Forest Education, MOEF 

同ComponentII: Assi剖antlnspectcr General 
of Forests (RT), MOεF 

(3) Sta汗incharge of Activities 1-1 to 3-4 

At present, as many as 9 officers, including Project 
Director, Project Managers, and Staff in charge of 
Activities f悶 1to 3-4 and 4・1to 4明 3(i.e. Principal 
and Faculty of CASFOS) are assigned as the 
Project Personnel. 

(For details, please see RM Aぺ）

__ （ラよ↓.2t奴！n去りaI_g，伊豆L6.c.tl~！＼•e~.±づt守fヨ ー 勾勾何時叩 m …………………町一…町一一一一一一 一一一一一一一一一ー…－－－ゐ
1.2 Land and building J d出。 ILand and building necessaryわrimplementation of 
(1)Land, build吋S田 dfacilities間 cessaryfor I I the Project have been made available at the 

the implementation of the Project I I 
(2)Rocm or spa国間cessaryfor installation and I I premises of CASFOS and DFE. 

storage of equipment envisaged for 
implementation of the Pr吋ect

(3) Office space and necessa叩 facilitiesfor the 
Japanese Experts 

(4) Other facilities necessa叩forimplementation 
of the Projecl will be decided upon mutu•I 

吋匂号E!.e空~eDlo! ~－~QI\ 空n,d .t~.り虫色 s）~§. 』 争 』 - －－ゆMM MM  MM  MM………ー………ーω一一一一一一
1.3Loc•I Cost.s J d出。 IMOEF has allocated administrative and operational 

Operational c凶 such田 electr刷， waterI I cost necessary for implementation of the Project. 
service and communication ' ' 

For details, please see RM A-2 
2 Japanese side 

2.1 Personnel I R凶 ewof J(1)Long悶 termexpe巾
(1)Lo剛 ermexpe同s I reco吋 of I So俗rtotal of 3 Long-term Experts in the following 

・ Chief Advisor I Inputs I ' I (RM日） I fields have been dispatched: (i) Chief Advis口r’（ii） 
・ For Man昭ement I I F口restManagement:’and (iii) Pr>口1jectCo。「din
・Pr吋ectc。。rdinator 1 1 

(2) Sho品悼rmexpe巾
Sho件termexpe吋（s)in related field will be 
dispatched, as and when necessary, during 
the Project implementation period accord問g
to field requirements within the framework of 
the Projecl 

(2) Sho吋－termExpeパs
So far, one Sho吋悶term Expe吋 in the field of 
Training Management has been dispatched. In 
Japanese Fiscal Year 2011, 3 more Short-term 
Experts in the following fields are scheduled to be 
dispatched: (i) Climate Change; (ii) Community 

Forestry Technique; （出） Training Monitoring and 
Evaluation 

問山…………一一 __ Jror details, Elease see RM Bぺi
--2::z-・r;:;;f,;-r,;・9-r,;・JaP-an --i-叩o ----'! so tar, ・a officers -fiave been trained in 'Japan: 

' ♂白砂川 φ ゐ………一一一＿＿＿＿＿（日目耳切i九段霊祭＿_f?！＇＿~＿f.<fY.1_ E3.::2)_ 
2.3 Machinery & equipment I ditto I So far, the equipment equivalent to 16.6 million 
Training equipment I I Japanese Yen has been provided. Major items 

include GIS so社ware, a plotter, a scanner, a 
projector, etc. 

『…町内……………一一一一一→一一一一 一→一一一一一向……………（f_l:'.f_cl空t里民 R!e戸主空笠SlB!V:l .. E3.町役
2.4 Local Activity Cost I ditto I As of August 2011, approximately Rs. 11.0 million, 

タ ／ 15 

which is equivalent to approximately 19.8 million 
JapaneseYen, had been disbursed as local activity 
cost. Major items include costs for local staff, 
honorarium for local resource persons, conference, 
air tickets, daily allowance, etc. 

For details, pie唱sesee RM B同4

足易
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辰房副 Accomplishmentof the P吋ect

1a Need司 basedtraining 
curriculum will be 
developed (i.e‘ 
Training modules 
revised based on the 
training need 
assessment are 
approved by MOEF) 

Review 
of 
project 
reports 

ased on the training need assessment, ln-se刊 ice Training 
Improvement Plans for 6 in-service training courses (i. e守 TOT,Legal 
Issues in Forestry and Wildlife, Wildlife Management, General 
Refresher Course, Community Forestry and JFM, and Human 
Resource Management) were developed in June 2011. The training 
modules for the above .courses, which were revised based on the In-
service Training Plans, were approved by MOEF in August 2011. 

It is noted that, reflecting the results of monitoring conducted under 
Output 3, the above modules would be improved fuはheras needed. 

<u口ncus on~ 
. . . Tfi~＿9!.ic~男nt n<J!c>.'!t<?r ，~手戸h宇号。到T号亘gy＿呈chiev.~d.

1も一－-・r;,;r,.;;;;9 ・ -・,n瓦terials・rditto r So far, reading material for 3 revised courses (f.e:to'T,'Legal Issues in 
for each curriculum I I Forestry and Wildlife, and Wildlife Management) has been developed, 
will be developed I I compHing the relevant articles. Development of the material for the 
(i.e. Reading I I remaining courses (i.e. General Refresher Course, Community Forestry 
material for the I I and JFM, and Human Resource Management) is口ngoingand is 
revised modules are I I expected to be completed by the end of October 2011‘ 
developed) 

It is noted that, reflecting the results of monitoring conducted under 
Output 3, the reading material would be improved fu吋heras needed. 

くじoncus on1> 
The cu「rentIndicator has been pa吋lyachieved and is expected to be 

' 十＜？~－~i号Y畏d_t)y:~[l一号 ~ri.rJ.9f.9.•号＼01J_1号r ＿~o_1L ＿＿＿＿占向日司

付 Course Guides tor f f So far, Course Guides for 3 revised courses (i. eγσT, Legal issues ir1 
trainees for the I I Forestry and Wildlife, and Wildlife Management) have been developed. 
剛悶dmodules are I I Development of the Course Guides for the remaining courses (i.e. 
developed I I General Refresher Course, Community Forestry and JFM, and Human 

Resource Management) is ongoing and is expected to be completed by 
the end of October 2011. 

2l 1output 2: 
ねり·j~~ti防虫lyVerifiab胎：iつオムS削陀，~／j
以内ndifalぬ悶！PDNIEf.; cl . Nleillo -••· 
2a The number of I Review 

revised TOT and I of 
other in-service I project 
training courses I repo由
conducted by 
CASFOS, Dehradun 
(i.e. The revised 
TOT and other 
training courses are 
conducted by 
CASFOS, 
Dehradun, according 
to the annual 
training calendaの

シ／

It is noted that, reflecting the results of monitoring conducted under 
Output 3, the Course Guides would be improved fuはheras needed. 

くじoneus a問〉

The cuげ「eritIndicator has been paはlyachieved and is expected to be 
achieved by the end of October 2011. 

脅取説娘匁己主主旦f!:Indicator 1c is an additional one put by the Joint Review 
Team in order to assess the achievement of Output 1 more appropriatelv. 

Note: In-service training courses at CASFOS Dehradun have been conducted 
according to an annual training calendar approved by MOEF. 

The trainina calendar for Indian Fiscal Year 2011-2012, which includes 
all of the six 問 visedcourses, was approved by MOEF in May 201.1. 
So far, two courses have been conducted as planned. The other four 
are scheduled to be conducted by November 2011. 

Table A: Implementation schedule of the revised in-service training courses 
for Indian Fiscal Year 2011-12 

苅雨漏お
1 TOT 
2 ... 

3 
4 
5 
6 

l＿＞（~軍医IQD!>._ 

16 

25-30 Jul, 2011 

去没会照よ幻1
5”10 Sep, 2011 
笠豆笠_:1_Q豆ム2011
2三1._Q生1Q{1
忽盟主弘忽竺

忍私
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嗣語副 Accomplishmentof the P叫ect

〈じoneu日s1on>
Progress has been made towards achievement. It is likely that the 

－一一一一一一＿，一一一一一[_In手1)9員~q~ 月見リ！c;l＿~戸月c::＿~i男Y里d b)I the Pg:>jE)Ct旦nd.
-Zb Revised TOT and r d蜘 r (8時 theresults of the Indicator b伝rthe Project P玩雨se)

other in“service 
training courses 
obtain higher 
evaluation by the 
pa司1cipants (i.e. (i) 
Minin:um 80 %。f
pa吋1cipants give 
revised in-se刊 ice
training courses 
more than 80 % 
appreciation in 
weighted average; 
(ii) Self.悶 evaluation
about k印刷edge
and skills before 
training and after 
attending training 
courses rises by 
more than 25 %, in 
combined category 
of “ Above 
Average " and 
“Verv Good” 

3a The nuη1ber of I Review 
e育・ective monitoring I of 
carried out by I project 
CASFOS, Dehradun I repo出
reaches XX. (i.e. (i) I on 
Results of immediate I mon比ori
monitoring conducted I ng 
based on its 
行1onitoring plan are 
re刊ected in fu吋her
improvement of the 
revised training 
courses; (ii) Results of 
intensive/post 
monitoring conducted 
based on its 
monitoring plan a陪

re自ected in fu吋her
improvement of the 
re叫sedcourses) 

安駐説日銭はゑ到銭§： The current Indicator is considered more relevant for the 
Proiect Purpose since higher evaluation of the revised training courses by the 
pa吋1cipantsis expected to be obtained through achievement of Output 1, 
Output 2, an_d Output 3. The % assigned above is required to be reviewed. 

"if) Immediate monitorino: A plan for immed旧:lemonifodnQ was 
developed in July 2011. Based on the plan, two types of monitoring 
have been conducted for the revised training courses: (a) existing 
mo刊toringby CASFOS Dehradun based on MOEF proforma(*): and 
(b) monitoring by the Project based on the proforma specifically 
designed for the revised courses. 

(ii) Intensive oost”monitorina: While discussions have been going on 
for some time, the Project has yet to come up with a concre惚 planfor 
intensi~e postィnonitoring, including items, timing, fre叩uency,
methods, implementation arrangement, etc. It is expected that the 
plan would be finalized by the end of 2011 with assistance of a Short-
term Expert on Training Monitoring and E~aluation, who is scheduled 
to be dispatched from the end of No~ember to early December 2011. 

く ~one us on::. 
Progress has been made to,.ards achievement. It is likely that the 
Indicator would be achieved by the Project end. 

（勺Existinamonitorina svs抱m at CASFOS Dehradun; Since Ind回nFiscal 
Year 2008-2009, CAS,FOS has been conducting monitoring of its in-service 
training through questionnaires su刊eycalled "feedback su刊eγatthe end of 
each course using the MOEF proforma. A feedback repo吋isp陪 pa陪 dby a 
faculty member who is in charge of the respective course as Course Director 
for submission to MOEF. According to CASFOS Dehradun, the res~lts of 
抱edback官ommonitoring have been reflected in planning and ぜ~signing of 
the trainina in subseauent vear. Post-morntorina has not been conducted 

... •.l)a<.rsii! 
、＂ Niet~ad

4a Developed training I Review of I The current lnaicafor is considered irrelevant because training 
design and materials I project I design and materials intended for”Master T悶 iner’STraining" and 
intended for”Master I re同市 i”Frontline Staff Training”are developed by the Proiect Management 

_:rr豆l!J＿~て主』-__ i:c号［n_i_n_g工し…………Ll!＿~i~_ _o_t＿竺宇－~：司p_a~空与三~~~－－~（）'.3_f1_ !':'.?J'.l主t一号り＇－~-~t：＞＿…守~－~~！竺~－t－士号空庁＇.：＿
グ／＂＇ 17 

~ 
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Training .. ＇’ 

4b Progress Reports on 
"Master Trainer's 

Training”。eTotal of 
50 officers骨omthe 
pa吋1cipatingstates of 
the Japanese ODA 
Loan Project are 
trained to be“Master 
Trainers”byXXl 

4c Progress Repo吋sfrom 
ten target states on” 
State TOT”conducted 
by Master Trainer's 
Training Trainees in 
their respective states. 

画面画 Accomplishmentof the Project 

くじoneus on> 
The achie>ement was not assessed because the Indicator was 
considered to be irrelevant ' 

百必……Tλ.iitii)u9ii-frie-'iiiiasf，長十raiiier's 'T'raining；，“伝反面白iri面記長雨rid記長証
in February and April-May 2012 as per the latest PO approved by 
the seoond JCC, which it seems to pe postponed until June回 August
2012 due to an external condition that cannot be controlled by the 
Project (i.e. delay of overall implementation of the Japanese ODA 
Loan Project). 

くしoncus on> 
The ndicator is expected to be achieved by August 2012 on 
condition that overall implementation of the Loan Project should not 
be delayed further. 

dittO 「・rh・ecurrent lnciicalor.1$ considered irrelev<'iriC品・c:ausii官品i.;iroi"'
is conducted by the Project Management Unit of the Japanese ODA 
Loan Project and the PMU Consultant Team: the role of the present 
Project is limited to provision of advice. 

くむoneus on> 
T e aohi剖 ementwas not assessed 
considered irrelevant. 

because the Indicator was 

Ill Aecom lishment of Project Purpose: 

!Project Purpo唱l
ぐ）ρ同e.cti開放h州ab_le：山之l二＼§§urc.骨子

♂111clicat凹＇s(PDME）•シ令l•llle肋od
a. The number of state叩 IProject 

level forest officers who I陪po此s
pa吋icipatedin the 
revised training courses 
reach es XX by 2013 

b Re叫sedT:JT and other 
in“service training 
courses obtain higher 
eva川ationby the 
pa吋icipants(i.e. ill. 
m到也且盟主立込旦f
盟並岳回並立必~
股副題忌匁さ皇日短E
trainina courses more 
than 80 % ann陪 ciation
in weiahted averaae: !ii) 
Self-evaluation about 
knowledae and skills 
before trainina and after 

錯釦血乱立製Dlllli
courses rises bv more 
than 25 % in combined 
cateaorv of“Above 
Averaae”and "Verv 

S盟昼”）

ケ ／

The current Indicator is considered irreie、antliecause the number of 
state-level forest officers who participates in the training courses of 
CASFOS Dehradun c語nnotbe cont「olledby the Project. 

く uoncus on> 
The achie;ement was not assessed as the Indicator is required to 
be revisited. 
The Joint Review Team notes that the results of monitoring/baseline 
SU刊eyconducted before the「evisionshow that (i) mo陪 than§.:rl生口f
the training pa吋icipantsg剖 ethe existing courses more than 80% 
a pp rec旧tionon average: and (ii) self-evaluation about knowledge 
and skills before training and after attending training courses rises 
by more than ~笠 on average in combined category of ”Above 
Average” and ”Very Good”。 The Sub”Indicators shown as 
underlined, therefore, need to be revisited so that the change in th色
evaluation of the revised courses by the training paばicipantscould 
be clearly measured. 

q_;onc us on> 
The achievement was not assessed because the Indicator was 
considered insufficient to measure the chan_ge in the evaluation of 
the revised courses. Indicator should be revisited when Short Term 
Expert com~s. 

<t-or下e1erence>
So far two recised courses have been conducted at CASFOS. The 
results of monitoring concerning the sub-Indicators are as follows. 

(i) ）；＿盗出Y:§i込..fllfil% of the pa出cipantsgave the revised courses 
more than 80% appreciation on average. 

(ii) Self同 evaluationabout knowledge and skills before training and 
after, a世endingtraining courses rises by 旦込mcombined category 
of “Above Averaoe”and 、VervGood. 

18 権訟
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匝房副 lmplemen匂討onProcess 

modification of the PDM of the Project attached to the RID 
(hereina吐erreferred to as “the current PDM”or“the PDM ver. 1”） has been 
discussed since the beginning of the Project, the PDM has, not been 
modified yet. Temporary PO attached to the RID was finalized and 
approved by the first Joint Coordinating Coordination (JCC) Meeting in 
October 2009 (hereinafter referred to as“the initial PO”。「“thePO ver1”） 
The PO ver.1 was modified through approv昌Iof the second JCC Meeting in 

々山 ω ……ー 』ト _ J 1¥,1 ay_ ;<_QJ.1_(J1里慢の号立己r.！出：e_'.r旦d怠旦~＇.＇.th~.！.忍空号t.P.9''.. <?L'.'.th空 .E9_\l~r.. ？”）……… 
(1) Activities I Review I Most of the Activities are slightly behind the $Chedule as compared with the 
under Output I 01 PO, I plans delineated in the latest PO. 
1 I progress ' 

re po同s,
question 録刻銭皮段段呈

1) Identification of trainina need and challenaes (i.e. Activity 1.2): The 
Activity completed in July, 2011, whereas as per the approved PO, thi s 
was done by May’2011. The delay has been because of time taken in 
c。llecti口n and c口mpilati口n of information sought through the 
questionnaire from昌IIthe states in the count「y. 

2) i恰m is behind the schedule primarily because the sub同 activitiessuch 
as distribution and collection of the questi旧nnairesfor state forest 
governments, preparation of proceedings of the workshops conducted 
by the Project, compilation and analysis 口fthe information/data 
gathered through questionnaire and interv陪W SU刊 eys, and 
development of Training Need Assessment (TNA) Report t口oklonger 
time than initially envisaged. A hard copy of the TNA Report was sent 
to MOEF in July 2011 for reference. It is expected that the Report 
would be printed by the end of October 2011 for distribution to the 
rele¥/ant go,ernment organizations and other CASFOS. 

3) R剖 isionof the trainina modules based on the need assessment (i.e. 
企盛包並Lユ.d)_:Revision of the training modules identified through the 
need assessment was conducted in December 2010-June 2011. 
Although compilation and analysis of the information/data gathered 
through questionnaire and interview su刊eysas well as d剖 elopmentof 
the TNA Report took longer time than originally envisaged, the 
information/data generated from the su円eyshad been sha陪dwithin 
the Project along the way and a soft copy口fthe. draft TNA Repo吋was
made available in May 2011 so that the findings口fthe need 

－ 一… ………品一一一 ＋一一一一塁~~－号s_sr:r:i~＿Qt ！＇.｛~.r-耳 .r-~り空c;＿~里d i11..!b虫魚＇.＇！_iS更d__t.i:司i!lill.¥!!l:i.29uJ.坦『
ρ） Act iv江iesI -dittc- I Activities under Output 2 are on schedule as compa陪 dwith the plan 
under Output I I delineated in the latest PO. 
2 I I 

(3) Activities I d出か I Activities under Output 3 are on schedule as compared with . the plan 
under Output I I delineated in the latest PO. 
3 
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屋型笠E豆ill呈
1) Intensive/post monitorina in some of the eルtrainee'sstates (i.e. Activity 

与2):While discussions ha¥/e been going on for some time, the Project 
has yet to come up with a concrete plan fαpost同 monitoring,including 
items, timing, frequency, methods, implementation arrangement, etc. 
It is expected that the plan would be finali畳.edby the end of 2011 with 
assistance of a Shoは悶term Expe吋 on Training Monitoring and 
faaluation, who is scheduled to be dispatched from the end of 

…“日目 m …山内…叫一一一..J. ... t>J.2~e.r:r:ib~.r- tQ豆笠y_I:)空豆町r:i.b!r.?.Qlt ..… h …同町一......…日 ｝山 』

(4) Activi甘esI -di伽・ I Activities under Output 4 are behind the schedule as compared with the 
under Output I I plan delineated in the l詰testPO due to adverse effects posed by an e剖temal
4 I I condition beyond the control of the Project (i.e. delay of 剖 erall

imolementati口nof the Ja口aneseODA Loan Proiect). 
2 Implementation 
System 

Implementation system of the Project is considered to be appropriate. Re,iew of 
progress 
reports, 
&inte刊iew

ケ／
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3 Project 
Mana明ement

4 Communication I dit加

5 Coordination 
with relevant 
organizations － 6 Other factors 
that have 
affected the 
implementati 
on process 

〉 ／

ditto 

-ditto-

扇語副 lmplemen組tionProcess 

Project management ha陪 beengenerally appropriate. 

Communication within the Project has been generally sufficient to 
implement the Proiect Activities. 

The Project has been implemented in coordination/collaboration with 
var旧uslocal organizations, including CASFOS Coimbatore and Burnihat, 
壁盟望説。陪stDepartments and S泊ぬ ForestTraining Institutions 

1) 出銭奴ゑ忽銭は皇
a Initiative and commitment shown by Additional Director General of 

Forests of MOEF (as JGC chairman), Deputy Inspector General 
(Research and Training) of MOEF (as Project Director), Director of 
DFE and Assistant Inspector General of MOEF (RT) (as Project 
Managers), and the Principal of CAFOS Dehradun (as the head口f
the Implementing Organization) has promoted smooth 
implementation of the Project. 

b The faculty members口fCASFOS Dehradun ha、e been very 
cooperative, motivated, and hardworking. 

2) Ne口ativefactors: Not found. 

藤島
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極盃週 Evaluationby five Evaluation Crite巾

I. I RELEVANCE!: The Project is still rele悶 nt.

－~ぷ；.－；；，－－ofl-ffie-overaTi誌記長－re1副長引－wftii-!fie-ri－；；諒一己fl百品一一一一一一一一一一一－
with the I the • Forestry is the second」argestland use in Ind旧 a吐eragriculture, 

C山 eringabout 21 percent of the total land base. Also, nearly 275 
million poor rural people in lndia-27 percent of the total 

needs of India I relevant 
document 

population-depend on forests for a paはoftheir su凶 stenceand 
cash Ji~elihoods. W比hfast changing socio悶 economicconditions, 
increased population and advent of new challenges, i.e. climate 
change etc., the concept of management of natural resources in 
India has undergone a major change making it a more technical and 
mu仕i-dimensionaldisαpline. This also includes a need for social 
sensitivities along with the scientific basis of the processes of 
nature. India, being a mega di、ersecountry in terms of biodi>ersity, 
has constantly reviewed its public poliαes on the subject of forests 
since 1894, to keep pace with the emerging issues and upcoming 
challenges. To that purpose, it is critical that the forest personnel, 
working at the cu社ingedge of the depaはmentare gi>en effecti>e 
and well structured甘ainingson the latest skills and techηiques 
co>ering various aspects of the forestry sector, including forest 
management methods based on a new inno~ative approach. It is 
also now widely realized that in the changed management 
paradigm, there is an increased need to focus on development of 

斗 』 キ 」ti~－ s:_~p戸E盗塁主主11_g_E呈P§_9_[1i~1買S 21-tb~ __ b自由自丘＿［~！？＿＇？.日り空豆町♂…………－－----・ 
(2) Relevance I Review of I The Project Purpose is relevant with the needs of the Target Group. 

with the needs I拘 I• State Forest Service (SFS) is the prem町 fo陪 stse刊 iceof the State/ 
of target I誤認nnaI Union Territo叩 governme幅 Itis a feeder service to the Indian 
group. I ；陪 and I Forest Se刊にe (IFS），前 one-thirdof the pas恰 inthe IFS cadre in 

in悼刊iew I any S匂te/Union Territory cadre a問 filledup by promotion from the 
with the I 
l例 ant I SFS. The SFS office陪昌陪 entrustedwith impoはantpos蜘 nsin the 

PIP and I managerial hierarchy of the forest departments including training of 
J尼， I the fr口ntlinesta汗intheir states. In the light of the ongoing paradigm 

change in the forestry sector, there is an increased need for re同

orient呂tion and appropriate attitudinal changes of the personnel in 
line with multifarious roles of forests, corresponding with variety of 
externalities and for coping with traditional forestry management 
practi氾es. Hence, there is a growing need to strengthen the 
capacity of the officers through appropr旧teprogrammes, including 
training of trainers for state frontline staff training institutions. It 
would also enable the stakeholders to understand the perspective of 
conservation in human welトbeingby providing them the state of art 

……ω………………………」………i11_f2_rrri梨岡山i 付－－~－11_'2_\\'l§_d_g豆長号号旦尚一一一一一一一一一｝一一一一一
(3) Relevance with 

the needs of 
Implementing 
Orga刊zation

Re叫ewof 
the 
relevant 
document 

The Project Purpose is relevant with the needs of CASFOS Dehradun. 

• As discussed earlier, in the cur「entscenario, the role of Forest 
Depa吋men也’ isconstantly changing and accordingly, the capacities 
of the field staff are needed to be reoriented through appropriate 
training programmes on a regular basis. Hence, the training 
organizations, i.e. CASFOS & the ones in the states, need to be 
equipped with an adequate infrastructure and for an effective 
delivery, a system of good training oi:Jportunities including 
strengthening of the training system based on National Training 
Policy国 tobe established. As the project aims to improve the 
tr百iningcourse唱 throughproper su円eys/examinationof the existing 
ones, it would help in achievement of a strong墜gime.

_1 ＿~ ~~！＇？＿空白一一一一 J＿一一一一一一j_ －一一一一一一｝ー
(1) Relevance I Re•iew of I The Overall Goal is still consistent with national p凶nof India. 

with national I the j・ According to the el倒的th5-year Plan (2009-2012），“（a)n integrated 
plan of lndi阻 I~~~~詑時 i ca pa州 buildin~－ p時間mme~ill be de割引edfor forestry ~ersonnel 
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Evaluation by five Evaluation Criteria 

including training of trainers for State Frontline sta背廿aining
inst1tut1on” 

(2) Relevance ｜樹脂 I The Overall Goal is still consistent with ODA policies of Japan. 

with OD"'. I I • Ace口rdingto the ODA Chaぱ：er’publishedby the Government口f 
p。l悶es 。川 I Japan’ “c口附

Japan I I problems，” is one of the four priority issues. In addition, the Japan’s 
れnedium四Term Policy of ODA, 2005, also states that the 
environmental sector is one of the most important sectors of 
international cooperation. 

1.3 Adequacy as 
means 

• According to the Japan’s “Medium-Term Policy of Official 
Development Assistance (ODA)", issued in 2005, the Government 
of Japan has been setting the environmental sector as one ofthe 
most important sector of international cooperation. 

(1) Technological I Questionn I Japan has a long history of the governmental trainings on forestry 

Advantage of I ~＇.＇.＇.~.＇－··－－ I targeting officials and personnel of Forestry Agency as well as 
Japan ｜州川＇＂'P~P I P陪 fecturalgovernments, and a systematic 廿ainingscheme has been 

and J/E I established. Since ?O's foreign trainees have been also accepted in 
various style of trainings through JICA. Furthermore, JICA has been 
irnplemen訂nga number of training projects in the forestry sector for 
various countries with developing the most suitable training scheme for 
the respective countries. It is, therefore, to be said that Japan has 
technical advantages in planning, implementing and monitoring the 
forestrv traininas. 

11. IEFFECTIVENESSI (Prospect) : The Prospect of the effectiveness is not clear at 

the moment. 

2.1Achieveηient 
level of the 
Project 
Purpose & 
contribution of 
the Outputs 

2.2 lmpo同ant
Assumptions 

2.3 Other 
promoting 
/hampering 
factors 

シ／

but the exact degree of achievement cannot be assessed 
Indicators do not reflect the contents of the Project Purpose 
sufficiently（つ Meanwhile,all cif the Outputs, although their level of 
achievement varies, have contributed to the achiev.ement of the Project 
Purpose. 

「）TheIndicate陪 a問 ei出erirrelevant or insufficient to measure the degree of improvement 
clear机 Inaddi引ontheゎeis no Indicator relevant to Component II. 

Rev.ew 
progre6' 
re poバs

ot I The Important Assumption （“TOT and other in-se刊 icetraining courses in 
CASFOS Dehradun, targeted for SFS o間cers,are not discontinued’＇） has 
been satisfied so far. 

di位。

"accomplis 
hment of 
the 
Project" 

Spec1時cfactors have not been found. 

for Output 4. 
》b Q湛E封LユTheOutput has been mostly achieved and is likely to be 

achieved by the end of October 2011. 
》bQ些J2.ld!..6:The production level of Output 2 is as planned and is likely 

to be achieved by the Project end. 
)≫ Output 3: The口roductionlevel of Output 3 is as planned. Throuah a 

22 

議ト

50



3.2 lmpor旬nt
Assumptions 

極量週 Evaluationby five Evaluation Crite巾

Review of 
progress 
reports 

plan for intensive/post monitoring has ~et to be finalized, it is 
ex peeぬdthat, with assis匂neefrom Short-term Expert on Training 
Monitoring & Evaluation, who is scheduled to be dispatched in 
November 2011, the plan would be finalized by the end of 2011. It is 
likely that the Output is likely to be achi剖 edby the Project end. 

》；.Q盛E弘_1:The production le11el of Output 4 is behins:J the schedule due 
to an external condition that侶notcontrolled by the Project (i.e. delay 
of 口、1erallimplementation of the Japanese ODA Loan Project). Output 
4 is expec刷 tobe ach剛 edby August 2012 on condition that 
irnJllementation of the Loan Project should not be delaved further. 

≫ The Assumption identified in the PDM ("Paはicipantsof the training 
courses are not be transferred after they attended the same”） is 
considered irrelevant since transfer of the ex-trainees does not a汗ect
the achievement of Outputs. ・ 

》 Others:"The Japanese ODA Loan Project does not fall signifi悶 ntly
behind the schedule”is found to be an external condition, which is 
essential to achieve the Output 4 but cannot be controlled by the 
Proiect 

壬出盟旦E主
_(!) !!'.9.治！＇.~！.9.里町一i 同 自由ぬ...L -……-• •• •M MM  - MM  MM……………....……………一一…一一一一一一一一一
(a) Project I Questionn I :≫ Timino and口uantitv:Though there a陪 fivefaculty members剖

person耐 ｜品川e刊 酬 I CASFOS Deh削 un,the田 hadbeen only two in the beginning. All of 
with the I the faculty members engage in. the Project but on paルtimebasis. 
reぬvant I Q.¥d誕取ιThepersonnel with adequate background and technical le11el 
P/P an川 havebeen assりnedto the Project. 
J/E I 

加）日u
伊…閉＜！Ii.＇.~雪？吟…吟叩叩一叩…悶……符友符怠駿鋭.＼）＇＿ゑ斜磁.！.）（：会RP.I:空p一r旬怜 …～ 
(c) Financial I ・・di出自 I ，，百min口＆口uantitv: In general, the necessary amount has been 

inputs I I allocated and disbursed without delav. 
（勾 Japanese ' ' 

side 
(a) Long司term I Ou田 tionn I ≫ Timina duration and number: The Long悶 termExperts ha11e been 

Expe丙 ｜：品川削｜ dispatched昌splanned. 
W詰h P/P I ,, Q盟臨 Long同 termExpeはsin three fields (i.e. Chief Advisor, Forest 
and J疋 I Man日1gement,and Project Coordinator) have been dispatched as 

同nned. The ExpeバSwith relevant background， 制periences,and 

－……刊日.....……ゆ日司守……ザ L... .l>.~盟主h町空－~eE?.f! c:I！号£a！~.h－~＜L ーーー一一一一一ーーー ー 一一一ー一目白山…… ω 叩
(b)Sho件也rm I I :≫ Timina and du回 lion:A Sho件termExpeは inthe打eldof Training 

Expe仕 I I Management was dispatched as scheduled. The正xpertwas sent in 
the beginning of 2011, when the activities陪latedto revision of 
training modules just started. 

,, Q.ld盛主主 The Expe吋withrelevant background，出periences,and skills 
has been dispatched. 

》；.Q血fil§:It would have been more efficient if the Expert had been able 

一日山♂……ー叫司市や白山L !O. ~Ee.r:i立~2ie ti!l:l_Eリo.r.！りt宇~－~－~t[O!J ~i!h t_h＿~向~u!tY. .rr.i.e!!.1.~空旬、山町……… m
(c) Tr副ning in I ・ditto- I ≫ Timina duration number: Timing, duration and the number of the 

Japan I I Indian personnel has been decided based on discussions with the 
Indian side. 

≫ Qualitv utilization: Quality of training was appropriate. It would have 
been more effiαent if there had been mo陪 opportunitiesto learn 

－ー一一一一一一一一一←一一一一一.L . －~主2.Y!.f旦吟宅！i:Y.~「空白！n!J..ー一一一ーー一一日....一回………………伶守山… 同日
(d)Equipment I -ditto- I ：》忍m蛤~The equipment was delivered and installed in the beginning of 

September 2011, which was in time for the training courses that 
require the same. 

)'> Quantitv 社ems. specifications aualitv: Quantity，社：ems and 
specifications were decided自社era series of discussions with Indian 
Side. Since the equipment has been just delivered/installed, 1恰

l 一日『 日←ー 一.L..... ~.ee!E.J:i~i号.！E?D照旦J!l ！害~rf!l~＿.o.Lg民自i!:t,よ惇c!Jl~，－~p－~~~i~§.~旦'2..§.宅一笠E?I！~自主
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師通通 Evaluationby five Evaluation C帥巾

,,_ Quantitv items soecifications巴 aualitv：～ Quantity, items and 
specificati旧nswere decided after a series of discussions with Indian 
Side. Since 'the equipment has been just delivered/installed, its 
appropriateness in terms of司uanti匂p items, specification as well as 
quality could be assessed. 

,,_ Ooera白onand maintenance (0/M): Since all of the equipment was 
procured locally, spare paばsand consumables are readily町 ailablein 
India. For the equipment that requires special knowledge and skills 
for operation (Le. GIS soぬNare),a training for faculty members by the 
distributor is planned in Septembe「2011.

,,. 1!到足袋段B The Provided equipment 陪 considered essential for 
implementation of the revised training courses: it is therefore 

一一一 ……… ← ーー～ . ω 銭P照射！~~~－叫l符'9_ f!,J)l~C ーー ～………ー一一一－ - 叩一…
(e) Local activity I dほか I ,,_ Timin口＆ouantitv: The neces芯aryamount has been disbursed without 

cost I I delav. 

3.5Precond1tions 

3.6 Other 
promoting 
/hampering 
factors 

4.1 Impact at the 
Overall Goal 
level 

(1) Likelihood of 
achievement of 
the Overall Goal 

(2) lmpo社ant
Assumption 

4,2 Other impacts 

Progre喝S
reports 

Accomplis 
hment 
grid, 
progress 
reoo同s

Results of 
"Accompl陥
hment of 
the 
佐役立
Interview 
with the 
relevant 
P/P and 
J/E 
Questionn 
a ire 
&inte同iew
with the 
relevant 
Pip and 
J/E 

The Preconditions of the Project ("Forest policies and legislation in India 
are not changed significantly”and“The Japanese ODA Loan Project 
does not fall significantly behind the schedule") had been s.atisfied prior 
to the commencement of the Project 

Specific factors have not been identified. 

Likelihood of achievement of the Overall Goal was not assessed 
because it was found prelimin昌ry.

It陪 uncertainthat the Assumption of the PDM (*) is likely to be 
satisfied. 
* "Kno Nledge and techniques needed for Frontline Staff including those 

証正昆虫思皆思盟盟国ficantlv”
,,_ Through activities conducted as part of training need assessment 

under Output 1, including a series of. workshops and interview 
SU円eys targeting state forest departments, awareness on the 
importance of the training of forestry personnel has been raised. 

v相』sτAINABILIT刈： Sustainabilityof the P吋ectis likely to be ensured. 
ι・・＇ 二院eins.ぺ… げ←kSo@W'≫l コ，，，u ヘ リ九 日石川山川：Evaluation• ' 

と7……～，.， '・'"' ' '・ r 'Methods・ ～ 
5.1 Institutional & 

Organizational 

生担史民
(1) Policy and legal 

suppo吋S
Review of 
the 
relevant 
document, 

Policy and legal supports for forestry training for SFS officers, FROs 
and Frontline Staff are likely to continue. 
》 Aspart of the natural environment and life”supp口同 system,forests 

have engaged the attention of all sec百ons of society. The 
Constitution of India gives due recognition to forest and wildlife and 

－一一町一…m m ～……ーー＿］＿＿___ ~り~~－~せ！~？.［＿（；＿'2._l'!)D:,1~~！恒三'9.~P.~D.2!号D_t_ _c:i_ri_f~r号F笠 ／＇：，＿~＿惣空点自尽きt兇~~－~t~£－
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極盃羽 Evaluationby five伝valuationCrite巾

in India is covered in the concurrent list of India’s 
providing shared jurisdiction to the national and st自tegovernments, 
hence, it is the endeavor of the governments to ensure 
development of the available human resource for meeting the 
challenges of development田 social,economic and political. In this 
context, the 
Department of Personnel & Training under the Ministry Of 
Personhel, Public Grievances and Pensions, 
Government of India 
has issued a comprehensive training policy, i.e. National Training 
Policy, seeking to achieve increased effectiveness of personnel at 
different levels and different sectors through appropriately designed 
training programmes. The policy, apa吋 from identifying the 
objectives which the training should meet, also requires the 
Ministries and Departments to formulate & conduct specific 
c口mpetencebuilding training progr昌mrnesfor its personnel. The 
present technical cooperati旧nproject, linked t口 the ODA L口呂n
Project 
Personnel Training" f1口cuses口nstrengthening forest『yt「剖刊ngin 
India, in consonance with the national training policy through its 

. . various outputs and act1vit1es. 
(2) Deployment of I ditto I As per the present policy, the faculty members, who are IFS o粁1cers

Project I I assigned on deputation, stay for fixed tenure. They will be engaged in 
Personnel I I the t「・ainingact凶 esas long as they are w附 CASFOSDehradun. 

(3) Management I ditto I CASFOS Dehradun has managed the Project activities without 
capacity I I problems. It is likely that they would be昌bleto manage the relevant 

一一 ………ー一一一一←山内 ω 叩…4 旦銭円旬~，，＿§f.t.E江！tJE空兵l}d_Q_f th竺！＝＞r()j_EJ_c;t.＿…－－ －一一一ー ー一一日司附句叩…ー
(4) Coordination I ditto I The Project activities have been implemented in collaboration with local 

w陥 relevantI I organizations, includ時 stateforest dep副 ments. The collaborative 
organizations I I relationship enhanced through the Project is expected to be developed 

5.2 Fmanc1al 
Aspects 

5.3Technical 
坐盟主笠

(1) Technical 
capacity of the 
Project 
Personnel 

Discussion 
with the 
managerial 
P/P 

fuばherafter the end of the Project. 

So far, the Government of India has allocated necessary budget for 
implementation of the Project activities. It is likely that budget 
necessary for continuation of the relevant activities would be secured in 
the POSトoroiect口eriod.

？閥抗en~：~ I Faculty members of CASFOS Dehradun, who have been conducting 
ふervi酬刷ー lin-se刊 icetraining courses as part of their routine work, have sufficient 
w11h the I technical capacity to plan, implement and monitoring the training 
e evant I 
P/P，崎 lactivities. Enrichment of the relevant skills and knowledge would be 

－…一一一一……－ e …一一＿＿h空間ul_i11＿！目的史郎c~＿a11g1坦tll.弓n.t __ <?.!.!.IJ.e. ！~＿c_tin. ic;a ！＿到鮮明I§~！！）弘一一一一一一一
(2) Utilization and I ditto I It is likely that the methods transferred and deliverables produced so 

dぉseminatioで 0!I I far would be util四 d/disseminatedafter the .Project end, cons胸 ring

i~~hniq~~~ns勺； i I appreciation exp問 sedby CASFOS Deh削 un/bFE. For exaf'.1£.le, 
project I I CASFOS Deh制 un/DFEplans to distribute Course Guides fo other 
deliverables I I CASFOS for reference once all the Course Guides are developed. 

シ ／

CASFOS Dehradun is 自lso considering revising other training 
modules by themselves, utilizing a systematic approach transferred 
through the Project; depending on the feedbacks from monitoring. 
Furthermore，。FEplans to apply the revised modules in other training 
institutions under its supe刊ision,depending on the feedb昌ckson the 
revised traininq modules at CASFOS Dehradun. 
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極通過 D訓 ModifiedMaster Plan cif RID 

ANNEX II of RID 

MASTER PLAN 

1. Project Title: Capacity Building of State Forest Training Institutions and Central Academy for 

State Forest Service (CASFOS) 

2. Framework of the Project 

(!) Objective 

Overall Goal: Capacity of SFS Officers and Frontline staff (Foresters and Forest Guards) a問

enhanced 

Project Puゅose:Training on Forestry by the government is S甘engthenedin India 

(2) Outputs 

1) Training of Trainers (TOT) and other irトservicetraining courses on Forestry in Central 

Academy for State Forest Service (CASFOS), Dehradun are improved. 

2) Improved TOT and other in-service甘剖ningcourses are conducted at CASFOS, Dehradun. 

3) Feedbacks日rommonitoring of the revised TOT and other 如何servicetraining cou回目 in

CASFOS, Dehradun are utilized in further improving the revised courses. 

4) Master Trainers from 10 participating states of“Capacity Development for Forest 
Management and Personnel Training Project”（hereina宜erreferred to as “the Japanese ODA 

Lo剖1Project" are trained. 

(3) Activities 

Component! 

トIExamine the existing in-service training co世間son Forestry in CASFOS, Dehradun. 

1-2 Ident1ぢthroughsurveys the needs and challenges of state-level training. 

1-3 Revise the甘ammgdesign, subjects, curriculum and materials 

2-1 Develop an annual training calendar for the revised TOT叩 dother in-service甘amingcourses. 

2-2 Conduct the revised TOT and other in-service甘ainingcourses according to the calendar mentioned 

in 2-1. 

3-1 Monitor the revised TOT and other in-se何回etra主1ingco町 sesconducted in CASFOS, Dehradun. 

3-2 Conduct post momtormg targetmg some of the trainees' states 

3-3 Reflect monitonng results to further improve the revised TOT and other in悶 servicetraming courses 

revised through the Project in. CASFOS, Dehradun. 

Component II 

4勾 lProvide advice to the Japanese ODA Loan Project in developing甘ainingd邸宅nandmaterials 

intended for“Master Trainer’s Training". 

4-2 Assist the Japanese ODA Lo阻 Projectin conducting “Master Trainer's Training’＼ 

4-3 Provide advice to the Japanese ODA Loan Project in monitoring“State TOT”. carried out by “Master 
~” 1ramers 

( 4) Project sites 

Directorate of Forest Education and CASFOS, Dehradun 

ク／ 26 機フ
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両房副 Ora民ModifiedMaster Plan of町D

Proje.ct office: Project office will be provided回sideDirectorate of Forest Education 

Note: In case the Master Plan問 伊iresalteration, both Governments shall agree to and confirm the 

changes by exchanging minutes of meetings. 

ク ／ 27 
移込
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世函 Record of Indian lnp時

A-1. List of Indian Personnel (FロFulltime assignment, P=Part time assigηment for the Project) 

(1) Project Director 

a. Current Director 

b. Former Director 

(2) Project Manager 

a醐 Curr1rntManager 

…

Au 

…
昨
聞
～
…
一

…（附んい

m

）一

ja”
nu窃
劇

Au）

b眠
”

開

噌
伺
輔

ρ
し”

P
w
舗”
j

V
A
B（

申

11 Mr. Ajay Kumar M.Sc. MBA 
IFS, Director, Directorate of Forest Education 
Ministry of Environmert & Fores相

24/03/2009 -
P I 16/05/2011 

31/05/20竹田

21 Mr. Priya Ranjan M.Phil. 
IFS, AIG Forest (Research & Training) 
M開封ryof Environment & Forests P I 01パ2/2010-

b Former Manager (if any) 

引Mr.Rajan Sehgal I M.Sc. 1 AIG Fore試問a叫 Training) I p 
16/05/2010 Ministry of Environment & Forests 

a Current staff 

M.Sc. MBA, 
IFS, Principal, 

24/03/2009 -
1-1,12,1『 3,2 1, 2 

1 I Ms. Savita IM.Phil 49 p 16/05/2011 
PG PA 

CASFOS, Dehradun ~·，内... ,,....,.... ...... 2, 3-1, 3-2, 3-3, 3-4 

2 I Mr. N. Sonzalian I B.E. 
IFS, Lecturer, 

I 48 I P I 211oa12口09“ 悶do-
CASFOS, Dehradun 

3 I Mr. Kunal Satya巾 l I M.Sc. IFS, Lecturer, 
I 39 I P I 17／口日12009- ベdo-

M.Phil. CASFOS, Dehradun 

4 I Mr. Su render Meh a I ~{j e小c~LM) IFS, Lecturer, 
I 37 IP I 231021201 o - 調 do悶

CASFOS, Dehradun 

5 / Ms. Meera Iyer I B.Sc. IFS, Lecturer, 
I 39 I P I 1410112010- -do-

PG(FM) CASFOS, Dehradun 

6 I Ms. Nidhi Srivast I ~GS小Cヨ/LM) IFS, Lecturer, 
I 36 IP I 111oa12oog - -do同

CASFOS, Dehradun 

ρ／／  
RM (1) 

雄伝
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同副 Recordof Indian lnp山

b Former sta仔

2 

IFS, Lecturer, 
CASFOS, Dehradun 
IFS, Lecturer, 
CASFOS, Deh悶dun

A司2. Allocation of Local Budget for the Project (as of 31 August, 2011) 

Unit= Rs. 

Total in local currency (Rs.) 

Total in Japanese Yen (Rs. 1= 1.8 Yen) 

nu

一一
nu

nυ

一一ハ
U

nu

一一n
u

nυ

一一n
u

nu

一一
n
u

nu

一一氏
U

J
 

内
L

一一qu

nu

一一
n
u

nu

一一n
u

nu

一一ハ
U

nu

一一ハ
u

n
H
》一一《
H
V

O
一一
6

内

4

一一qv

(2) Others 

Project Office is provided inside the facilities of DFE Office. Although the Project Office was renovated 

and Office Furniture was prepared by DFE, the cost is not able to distinguish specifically from the total 

cost of electricity, renovation and equipment in DFE Office. 

ク ／ RM (2) 雄キ
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画面 Recordof Japanese lnp蜘

8司 1. Assignment of Japanese Experts 

(1) Long-term Expert (3 persons in total) 

1. Chief Advisor Mr. Atsuo Ida 

2. Chief Advisor Mr. Yutaka Kawashima 

3. I Forest Management Mr. Yutaka Kawashima 

4. I Project Administration/ M Ritsuko Kawabe 
Coordinator s. 

(2) Short剛termExpert (1 pe陪 onin total) 

24/03/2009“23／口3/2011

24/03/2011 -23/03/2012 

24/03/200自ー23/03/2011

24/03 2C09, 23/09/2011 

ク ／ RM (3) 

刈l

1-1, 1】 2,1-3, 2-1, 2】 2,3-1, 3-2, 3-
3, 3-4, 4凶 1,4日2,4-3 

1-1,1-2,1-3, 2-1, 2伺 2,3-1, 3-2, 3-
3, 3-4, 4ぺ

話与
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頭耐 Record of Japanese lnpu飴

8幽 2.List of Indian Personnel trained in Japan (8 persons in total) 

1. I Mr. A. R. Chadha 
I DIG Forest (Research晶Training)
Ministry of Environment & Forests 

I 03／叫0091丁目ini
13/11/2009 Dialogue・ 

色旦gramme 。irector(Fin.）】 Dept.
of Focd and Public 

2. I Mr. Rajan Sehgal 
I AIG Forest (Research & Training) 
Ministry of Environment晶Forests

-do- 国 do伺
I Di山
Consumer Aff:副rs.
Food & Pu刷it
Distribution 

3. I Mr. Ajay Kumar IFS, Directorate of Forest Education, 姐 do- -do-

4. I Ms. Savita IFS, Principal, CASFOS, Dehradun -do伺 ーdo悶

JICA 

5. I Mr. N. Sonzalian I IFS, Lecturer, CASFOS, Dehradun I 291oe 2010 Counterpaは
16/07/2010 Training 

Programme 
JICA 

6. I Mr. Arun K. Bansal I ADG (FC) (Research & Training) 
I 0110212011 Tr剖nin宮晶
11／日2/2011 。ialogue

p「ooraπ1打1e

7. I Mr. Priya Ranjan AIG Forest (Research & Training) 町 do同 同 do司

JICA 

日 IMs. Nidhi Srivastava I IFS, Lecturer, CASFOS, Dehradun 
｜叩05/2011 Counterpart 
03/06/2011 Training 

Prooraπ1π1e 

~· RM (4) 
高島

付属資料
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極画 Recordof Japanese lnpuお

B-3 Equipment provided by Japanese side 

Local Procurement 

Total (JNR) 

Total (JPY) 

606,445.00 

606,445.00 

1,091,601.00 

8,614,519.00 

8,614,519.00 

15,506, 134.20 

• Going through the process of procurement of 200 KVA Generator Set 

ク／ RM (5) 

Unit= Rs 

9,220,964.00 

9,220,964.00 

16,597' 735.20 

話島
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同耐 Record of Japanese i叩 拘

B-4. Disbursement of Local Activity Cost (as of 31 August, 2011) 

Unit= Rs. 

1 Honorarium & Local Staff 197,080 214,726 466,039 
877,845 

2 Conference 1,680 775,236 47,959 824,875 

3 Air tickets 393,640 983, 149 204,761 1,581,550 

4 Daily Allowance, etc 659,547 754,142 195,284 1,608,973 

5 Others 1,407,069 3,476,567 1,249,332 6, 132,968 

Total in Local Currency 2,659,016 6,203,820 2, 163,375 11,026,211 

Total in Japanese Yen ( 1 Rs.ぉ 1.8Yen)
4,786,229 11, 166,876 3,894,075 19,847,180 

産品
RM (7) 
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恒回しistof P叫制Deliverables

全益出包上1

1. Prof1口rmaof "Questionnaire for In-service Trainee”（for 2009) 

2. Proforma of “Feedback Report by In伺 serviceTrainees for 201 O” 

3. Proforma of"Feedback Report by 2008 -10 Batch SFS Officer Trainees" 

4. Postcard for post training Survey for 2010 

5. [Draft] Repoばon"In也 servicetraining courses for SFS held at CASFOS, Dehradun in 2009” 

6. [Dra世lRepoはon“TrainingCourses at Coimbato「eand Kurseong during 2009” 

7. [Draft] Repoはon"In-service training courses for SFS held at CASFOS, Dehradun in 2010" 

全旦凶江上2
8. Proforma of “l円formationabout Training Needs [A for State Forest Headqua吋ers]"

9. Proforma of "Information about Training Needs [B for Field Conservator I DCFs］” 

10. Proforma of “Information about Training Needs [C for State Forest Training Institutions］” 

11. Proforma of“Information about Training Needs [D for Ex凶 SFSOfficer Tra.inees I Ex悶

Participants of In-service Training]" 

12. Proceedings of the Conference on“State Level Training Needs and Challenges”（SLTNC) 

13. Proceedings of the Conference on“Evaluation and Modelling of IrトserviceTraining for SFS 

Officers”（ERITS) 

14. Repo吋onthe Needs and Challenges of State Level Training (the TNA Repo吋）

14-1. [Draft] Tentative Summary of Interview Survey 

14-2. [Dra吐］ Results of the Interview survey on 8 states 

14悶 3.[Draft] Result of Information Sheet Survey on TNA 

14-4. [Dra仕：］ Summary of Training Needs Survey on In-service SFS officers 

A銭奴出土2

15. Proceedings of the Conference on "Designing Appropriate In-service Training Modules for 

SFS Officers”（DAITMS) 

16. Short term Expert Activity Report 

17. In-service Training Improving Plan (ITIP) on“下rainingof Trainers” 

18. In-service Training Improving Plan (ITIP) on“General Refresher Course” 

19. In-service Training Improving Plan (ITIP) on "Human Resource Management" 

20. In-service Training Improving Plan (ITIP) on“Policy and Legal Issues (Legal Issues in 

Forestry & Wildlife）” 

21. In-service Training Improving Plan (ITIP) on“Wildlife Management” 

多／
RM (8) z島

付属資料
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恒~Listof P吋 ectDeliverables 

22. In伺 serviceTraining Improving Plan (ITIP) on“Community Forestry & JFM” 

23. [Dra仕］ Proceedings of the Brainstorming Conference on“Improving In司 serviceTraining 

24. Module for SFS Officers”のCllTM)

25. Course Guide on“Training of lrainers” 

26. Course Guide on "Legal Issues in Forestry & Wildlife" 

27. Learning Unit for "Training of Trainers” 

全旦凶包H

28. Training Calendar for 2011回 12

全袋iYih.1ニ2

29. Training material for “Training of Trainers” 

恒也匙2

30. "Impact Evaluation of JICA implemented forest training programmes: What works and what 

does not？＇’ Groυp Work in Randomization Evaluation Workshop by J-PAL 

31. Proforma of “Feedback Report by In-service Training Pa凶cipantsfor 2011” 

ゑ／／ RM (9) 
耳動
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Record of Project Activities 
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